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施

政

方

針

の
実
施
、
英
語
生
活
を
基
本
と
す
る
英

語
の
森
キ
ャ
ン
プ
事
業
の
開
催
、外
国
語

指
導
助
手
の
増
員
に
よ
る
外
国
語
活
動

の
充
実
な
ど
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　

産
業
面
で
は
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
産
業
へ
の

地
元
企
業
の
参
入
の
促
進
す
る
た
め
、科

学
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
ル
ー
ト
の
大
半
を
占
め

る
本
市
が
先
頭
に
な
り
、
奥
州
市
、
気
仙

沼
市
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
近
隣
市
町
、

東
北
経
済
連
合
会
や
東
北
大
学
な
ど
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
早
期
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
学
術
研
究
都

市
構
想
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
施
策

❶
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興

は
じ
め
に

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
、国
内
の
経
済

状
況
は
明
る
い
兆
し
が
見
え
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
地
方
で
は
、い
ま
だ
に
景
気
回

復
を
実
感
で
き
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太

平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
交
渉
や

減
反
政
策
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
農
政

の
大
転
換
に
よ
る
、
地
域
経
済
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
が
到
来

し
、
社
会
保
障
制
度
改
革
な
ど
へ
の
対

応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
は
地
方
ほ
ど
強
く
、
行
政

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
今
、
社
会
構
造
の
変
化
を
見
据
え
た

行
政
運
営
の
実
現
に
向
け
、
抜
本
的
な

見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
都

市
圏
だ
け
で
な
く
、
地
方
で
も
景
気
回

復
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
経

済
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
方

が
特
色
あ
る
独
自
の
施
策
を
実
施
で
き

る
よ
う
、
財
源
の
充
実
と
地
方
分
権
改

革
に
よ
る
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
や
規
制

緩
和
の
推
進
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

私
は
、
昨
秋
の
市
長
選
挙
で
、
引
き
続

き
今
後
４
年
間
の
市
政
運
営
を
負
託
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
は
、
直
面
す
る

市
政
課
題
の
解
決
に
向
け
た
対
応
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
ま
す
。
26
年
度
予
算
案

を
は
じ
め
各
種
施
策
は
、国
際
リ
ニ
ア
コ

ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）の
実
現
を
見
据
え

た
も
の
で
、
夢
を
現
実
に
す
る
べ
く
多
様

な
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て

い
く
た
め
熟
考
を
重
ね
た
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
新
時
代
を
拓
く

平
成
26
年
度
予
算

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、「
中
東
北
の

拠
点
都
市
一
関
の
形
成
」を
政
策
の
柱
に

掲
げ
、
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

実
質
１
年
目
の
22
年
度
か
ら
25
年
度

ま
で
は
積
極
型
予
算
を
編
成
。
住
み
よ

い
ま
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実

現
に
取
り
組
み
、
お
お
む
ね
順
調
に
推

移
し
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
当
初
予
算
の
総
額
は
、
25
年

度
を
１
・３
％
下
回
る
７
０
３
億
８
百
万

円
で
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
は
可
能
な

限
り
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ

Ｃ
）
の
実
現
と
ま
ち
づ
く
り

❶
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
対
す
る
期
待

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
を

前
提
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成

に
つ
い
て
聞
か
れ
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
期

平成26年度

施 政 方 針

と
も
に
拓
こ
う

ふ
る
さ
と
新
時
代

勝
部
修
市
長
は
、
第
47
回
市
議
会
定
例
会
で
平
成
26
年
度
の
施
政
方
針
を
示

し
ま
し
た
。
26
年
度
当
初
予
算
の
総
額
は
７
０
３
億
８
百
万
円
、
前
年
度
比

１
・
３
％
の
減
で
す
。
こ
の
予
算
を
「
ふ
る
さ
と
の
新
時
代
を
拓
く
予
算
」
と

位
置
付
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
確
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

待
の
大
き
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
、
国
内
の
研
究
者
に
よ
る

評
価
で
本
市
を
中
心
と
す
る
南
部
北
上

高
地
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
国
内
建
設
候
補
地
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
国
際
推
進

組
織
か
ら
は
、
世
界
で
唯
一
の
建
設
候
補

地
が
南
部
北
上
高
地
で
あ
る
と
い
う
前

提
で
詳
細
設
計
を
進
め
る
と
明
言
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

国
は
、
26
年
度
予
算
案
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
調

査
検
討
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

日
本
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
積
極
的
に
推
進
す
る

姿
勢
を
内
外
に
示
す
大
き
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
な
り
、
関
係
諸
国
と
の
調
整
も
前

進
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

❷
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を「
一
関
発
展
の
基
軸
」と
位

置
付
け
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
本

年
度
は
、
具
体
的
な
動
き
が
見
え
て
く

る
新
時
代
幕
開
け
の
年
で
あ
り
、
大
き

な
意
味
を
持
つ
１
年
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
に
手
本
は
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
挑
戦

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
適
時
適
切

に
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、
研
究
者
と

家
族
の
受
け
入
れ
や
国
際
化
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
べ
き
か

を
話
し
合
い
ま
す
。
企
業
の
協
力
も
得

な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
海
外
の
研
究
者
や
研

究
所
に
、一
関
の
素
晴
ら
し
さ
を
情
報
発

信
し
ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
通
し
て
、
児
童
生

徒
が
地
域
に
理
解
を
深
め
る
活
動
を
展

開
し
ま
す
。
さ
ら
に
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
向

け
た
地
域
の
取
り
組
み
や
盛
り
上
が
り

を
世
界
に
伝
え
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
人
材
育
成
は
、
引
き
続

き
中
学
生
を
筑
波
研
究
学
園
都
市
へ
派

遣
す
る
ほ
か
、
研
究
者
に
よ
る
講
演
会

　

震
災
か
ら
３
年
、
今
な
お
、
震
災
前
の

生
活
に
戻
れ
な
い
皆
さ
ん
が
お
り
、
復

旧
復
興
に
一
層
の
支
援
が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
も
、
住
宅
再
建
が
ま
ま
な
ら

ず
、避
難
生
活
を
し
て
い
る
人
が
多
数
い

る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
住
宅
や
宅
地
の

復
旧
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、「
近
助
」の

精
神
で
、
陸
前
高
田
市
や
気
仙
沼
市
へ

職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
津
波
被
災
地

へ
の
後
方
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
問
題
へ
の

対
策
は
、
生
活
空
間
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
除
染
、
農
林
業
の
生
産
基
盤
の
再
生

な
ど
、市
民
の
不
安
解
消
へ
の
対
策
を
最

優
先
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
除
染

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

放
射
線
影
響
の
低
減
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

堆
積
土
砂
の
処
理
は
、
早
急
に
仮
置
場

を
確
保
し
、
側
溝
機
能
が
著
し
く
損
な

わ
れ
て
い
る
箇
所
の
土
砂
を
除
去
し
ま

す
。
引
き
続
き
土
砂
の
最
終
処
分
の
処

理
方
針
を
示
す
よ
う
、
国
に
申
し
入
れ

を
し
ま
す
が
、
課
題
解
決
を
先
送
り
せ

ず
、
市
独
自
で
の
対
応
も
検
討
し
ま
す
。

●
農
林
産
物

　

食
の
安
全
を
守
り
、
産
地
の
信
頼
を

強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、
汚
染
さ
れ

た
牧
草
、
稲
わ
ら
、
堆
肥
、
ほ
だ
木
な
ど

の
一
時
保
管
と
処
分
を
進
め
ま
す
。
農
林

産
物
の
放
射
性
物
質
測
定
を
実
施
し
、

食
の
安
全
安
心
を
発
信
し
ま
す
。
国
、

県
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
風
評
被
害

の
払
拭
に
努
め
ま
す
。

　

施
設
栽
培
の
出
荷
制
限
が
一
部
解
除

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
な
お
、
原
木
し
い
た

け
の
生
産
農
家
は
再
開
へ
の
展
望
を
描

け
ま
せ
ん
。
県
内
有
数
の
産
地
を
守
る

た
め
、
ほ
だ
場
の
環
境
・
施
設
の
整
備

や
原
木
購
入
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

農
家
の
経
営
と
再
建
、
地
域
の
食
文
化

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
に
向
け
、
県

や
県
市
長
会
な
ど
と
連
携
し
て
、
東
京

電
力
に
対
し
、
損
害
賠
償
請
求
と
早
急

な
対
応
を
要
求
し
ま
す
。

❷
高
齢
化
と
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応

　

本
市
の
26
年
１
月
１
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
人
口
は
、
12
万
５
９
５
０

人（
前
年
比
１
５
８
８
人
減
）
で
す
。

こ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は

３
万
９
３
９
０
人（
前
年
比
５
９
１
人

増
）で
、
高
齢
化
率
は
31
・
27
％
（
前
年

比
０
・
85
ポ
イ
ン
ト
増
）で
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
み
、

従
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
で
は

対
応
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
を
見
据
え
た
お
年
寄
り
に
や

さ
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た

め
、
検
討
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
、
具
体

的
な
協
議
を
進
め
ま
す
。

●
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
は
、
医
療
、
介

護
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
、
介
護
予
防
が

適
切
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
の
構
築
が
必
要
で
す
。

　

一
関
地
区
広
域
行
政
組
合
と
連
携
し

て
、
中
長
期
的
視
点
か
ら
介
護
保
険
事

業
計
画
を
策
定
し
、
医
療
と
介
護
連
携

の
強
化
な
ど
を
進
め
ま
す
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
機
関
と
連

携
し
て
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
世
帯

の
見
守
り
体
制
の
充
実
、
介
護
担
い
手

育
成
事
業
に
よ
る
介
護
を
担
う
人
材
の

育
成
・
確
保
、
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。
高
齢
者
一
人
一
人
の
生
き

が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
と
自
己
実

現
の
た
め
、な
の
は
な
プ
ラ
ザ
に
設
置
し

た
シ
ニ
ア
活
動
プ
ラ
ザ
の
利
用
を
促
し
、

シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
や
社
会
貢
献

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
人
口
減
少
へ
の
対
応

　

中
東
北
の
拠
点
都
市
と
し
て
、
市
勢

の
継
続
的
な
発
展
の
た
め
に
、
人
口
減

少
の
速
度
を
少
し
で
も
緩
や
か
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
は
、
子
育
て
支
援
や
雇
用
対
策
な
ど
、

若
者
の
定
住
対
策
を
進
め
る
ほ
か
、
市

外
か
ら
の
移
住
定
住
を
促
進
す
る
人
口

減
少
抑
制
策
が
不
可
欠
で
す
。

◇
子
育
て
支
援

　

子
育
て
支
援
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
就
職

支
援
、
地
元
定
着
支
援
と
成
長
過
程
に

合
わ
せ
た
保
健
、
医
療
、
保
育
、
教
育
、

就
職
、
結
婚
な
ど
の
分
野
が
線
で
つ
な

が
る
総
合
的
な
子
育
て
世
代
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

全
て
の
所
得
階
層
に
お
け
る
保
育
園

保
育
料
の
軽
減
、
第
３
子
以
降
の
幼
稚

園
・
保
育
園
保
育
料
の
無
料
化
、
小
学

生
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
を
継
続
す
る

ほ
か
、
新
た
に
水
痘
ワ
ク
チ
ン
や
お
た
ふ

く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の

公
費
助
成
を
実
施
し
て
、
子
育
て
世
代

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、
私

立
保
育
園
の
改
築
を
支
援
し
ま
す
。

国際リニアコライダーの完成予想図　提供：©Ray.Hori／ KEK

　

新
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
合
わ
せ
、

子
育
て
を
総
合
的
に
支
援
す
る
拠
点
を

整
備
す
る
ほ
か
、
27
年
度
か
ら
始
ま
る

新
た
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に

向
け
、
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◇
雇
用
対
策

　

国
全
体
の
数
字
が
上
向
く
一
方
で
、
地

方
の
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

引
き
続
き
雇
用
す
る
側
、
雇
用
さ
れ
る

側
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
側
、
そ
れ

ぞ
れ
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

◇
移
住
定
住
の
促
進

　

平
泉
町
と
連
携
し
、一
関
・
平
泉
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
定

住
施
策
を
進
め
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、

新
た
な
人
材
を
地
域
に
受
け
入
れ
る
環

境
整
備
と
結
婚
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◇
都
市
基
盤
の
整
備

　

住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
に
、
道
路
や

上
下
水
道
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

国
道
４
号
の
交
通
安
全
対
策
や
復
興

支
援
道
路
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
国

道
２
８
４
号
、３
４
２
号
、３
４
３
号
の

急
カ
ー
ブ
、
急
勾
配
、
狭
隘
部
を
解
消

し
、
道
路
網
の
強
化
を
促
進
し
ま
す
。
市

道
は
、
医
療
、
消
防
、
工
業
団
地
な
ど
と

地
域
を
結
ぶ
重
要
路
線
で
あ
り
、
清
水

原
一
関
線
や
中
駒
場
線
な
ど
の
整
備
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
計
画
的
な
歩
道
の
設

置
や
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　

公
園
は
、
石
堂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
を

整
備
す
る
ほ
か
、
市
街
地
の
回
遊
や
散

策
が
で
き
る
よ
う
、
歴
史
の
小
道
を
整

備
し
ま
す
。
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施

政

方

針

　

水
道
事
業
は
、
厳
美
・
萩
荘
簡
易
水

道
、
興
田
・
猿
沢
簡
易
水
道
な
ど
を
拡

張
し
、
未
普
及
地
域
の
解
消
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、川
崎
浄
水
場
の
建
設
に
着
手

す
る
ほ
か
、
老
朽
施
設
の
改
修
と
更
新

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
管
路
整
備
を

推
進
し
な
が
ら
一
関
、
花
泉
、
千
厩
地
域

の
供
用
区
域
を
拡
大
し
、
快
適
な
生
活

環
境
と
水
質
保
全
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
未
接
続
世
帯
へ
の
早
期

接
続
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
の
整
備
を
進
め
、
水
洗
化
の
向
上

を
促
進
し
ま
す
。

❸
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
の
夢
を
抱
き
、国
際
化
に

対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
行
政
か

ら
の「
一
方
通
行
」で
は
な
く
、「
双
方
通

行
」の
市
政
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
市
政
全
般
の
情
報
を
提
供
し
、
そ

れ
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
市
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り

の
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
め
る

協
働
の
市
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
協
働
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進

　

い
ち
の
せ
き
元
気
な
地
域
づ
く
り
事

業
や
地
域
お
こ
し
事
業
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
主
体
と

な
る
地
域
協
働
体
の
設
立
と
そ
の
組
織

体
制
の
充
実
を
支
援
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
バ
ス
公
共
交
通
体
系
の

確
立
に
向
け
、
市
民
、
運
行
事
業
者
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
利
用
促
進
策

を
講
じ
ま
す
。
予
約
利
用
型
の
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
導
入
、
料
金
体
系
と
負
担
軽

減
制
度
の
再
構
築
を
検
討
し
ま
す
。

　

な
の
は
な
プ
ラ
ザ
の
情
報
発
信
に
努

め
、
さ
ら
な
る
利
用
を
促
進
し
な
が
ら

市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
市
民
が
主

体
的
に
取
り
組
む
景
観
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

重
点
施
策「
中
東
北
の
拠
点
都

市
一
関
」
の
形
成

●
雇
用
対
策

　

昨
年
、一
昨
年
と
２
年
連
続
で
新
規
高

卒
者
の
就
職
率
１
０
０
％
を
達
成
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
一
関
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
若
者

の
地
元
へ
の
就
職
と
職
場
定
着
、新
し
く

事
業
を
起
こ
す
女
性
や
若
者
の
起
業
支

援
に
努
め
ま
す
。
緊
急
雇
用
創
出
事
業

を
実
施
し
て
、
雇
用
の
場
の
確
保
と
地

域
で
働
く
人
材
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

●
工
業
の
振
興
と
企
業
の
育
成

　

企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
技
能
、
技
術

の
習
得
を
目
指
す
研
修
機
会
を
設
け
る

と
と
も
に
、
品
質
管
理
能
力
の
向
上
を

図
り
、
質
の
高
い
も
の
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
特
性
や
資
源
を
生

か
し
た
振
興
を
図
る
た
め
、
技
術
移
転

を
含
め
た
事
業
誘
致
を
積
極
的
に
展
開

し
、
新
産
業
、
新
技
術
の
創
出
支
援
や
農

商
工
連
携
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
操
業

開
始
時
に
お
け
る
新
規
採
用
者
の
人
材

育
成
や
地
域
企
業
と
の
連
携
を
支
援
す

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
も
努
め
ま
す
。

●
農
林
業
の
振
興

　

農
業
は
、
本
年
３
月
に
誕
生
し
た「
い

わ
て
平
泉
農
業
協
同
組
合
」
と
の
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
、
生
産
体
制
の
強
化
、

担
い
手
の
育
成
、
農
産
物
の
高
付
加
価

値
化
や
６
次
産
業
化
を
進
め
、
所
得
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
や
中
山
間
地
域

農
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

一
関
産
が
全
国
に
通
用
す
る
ブ
ラ
ン

ド
に
な
る
よ
う「
地
産
外
商
」を
積
極
的

に
推
進
し
、
本
市
の
物
産
や
観
光
資
源

を
全
国
に
売
り
込
み
ま
す
。
首
都
圏
な

ど
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た

情
報
発
信
と
販
路
拡
大
で
一
関
フ
ァ
ン

の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
は
、
本
年
１
月
に
発
足
し
た
一
関

地
方
森
林
組
合
と
の
連
携
を
強
め
、
地

域
林
業
の
振
興
と
森
林
資
源
の
活
用
を

図
り
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　

昨
年
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た「
和
食
」の
提
案
書
に
例
示

さ
れ
た「
一
関
の
も
ち
食
文
化
」を
、「
全

国
ご
当
地
も
ち
サ
ミ
ッ
ト
」
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

「
一
関
・
平
泉
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」は
、「
全
国
地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」と
同
様
に
東
北
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン

ト
に
育
て
ま
す
。

　

平
泉
の
世
界
遺
産
、
猊
鼻
渓
、
厳
美
渓

の
周
遊
観
光
に
向
け
た
二
次
交
通
確
保

へ
の
支
援
を
継
続
す
る
ほ
か
、
映
像
に
よ

る
本
市
の
魅
力
発
信
や
仙
台
圏
に
お
け

る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
、
観

光
客
を
誘
致
し
ま
す
。

●
教
育
、
人
材
育
成

　

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
職
業
観
、

勤
労
観
、
社
会
人
基
礎
力
を
育
て
る
た

め
、キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
は
、
27
年
４
月
開

校
予
定
の「
磐
井
中
学
校
」校
舎
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
山
目
小
学
校
校
舎

と
一
関
小
学
校
プ
ー
ル
の
整
備
、
東
山

中
学
校
校
舎
の
耐
震
改
修
と
大
規
模
改

修
、
金
沢
小
学
校
校
舎
の
大
規
模
改
修

を
進
め
ま
す
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

仮
称「
西
部
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備
す
る
ほ
か
、
花
泉
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
設
備
を
増
設
し
ま
す
。

　

本
年
７
月
開
館
を
目
指
す
新
一
関
図

書
館
の
整
備
を
進
め
、
読
書
指
導
員
の

増
員
や
図
書
資
料
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
保
健
、
福
祉
、
医
療
の
充
実

　

全
て
の
市
民
が
、
健
康
で
心
豊
か
に

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
の
連
携
と
強
化
が
重

要
で
す
。
市
民
の
健
康
意
識
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
新
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に
総

合
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
医
療
は
、
医
師
修
学
資
金
貸
付

事
業
を
継
続
し
て
医
師
確
保
対
策
に
努

め
る
ほ
か
、
医
療
と
介
護
を
考
え
る
公

開
講
座
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
医
療
機

関
の
適
切
な
受
診
の
あ
り
方
を
広
報
し

な
が
ら
、
医
師
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
医

療
機
関
、
市
民
、
行
政
が
役
割
を
分
担

し
、
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
医

療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
一
人
一
人
に
対
応
し
た

支
援
計
画
の
検
討
な
ど
、
総
合
的
な
支

援
を
行
う
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
、
き
め
細
か
な
相
談
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
引
き
続
き
厳
し
い

運
営
が
見
込
ま
れ
る
が
、
特
定
健
康
診

査
の
推
進
な
ど
医
療
費
の
適
正
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
国
保
制
度
改
正
の
動

向
や
財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

運
営
の
安
定
化
に
向
け
努
力
を
し
ま
す
。

●
環
境
対
策

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
、公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
促
進
す
る
ほ
か
、
防
犯
灯
、

道
路
照
明
灯
、公
園
灯
、商
店
街
街
路
灯

な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
的
に
進
め
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

資
源
集
団
回
収
事
業
な
ど
を
支
援
し
、

市
民
の
環
境
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と

も
に
、
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
の
防
止

を
図
り
、住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

空
き
家
の
実
態
調
査
を
継
続
し
て
進

め
、
そ
の
利
用
を
含
め
た
対
応
策
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

●
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

　

大
規
模
災
害
に
備
え
た
訓
練
の
実
施
、

「
と
な
り
き
ん
じ
ょ
防
災
会
議
の
日
」や

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
な
ど
、
市
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
を
活
用
し
た
迅
速
な
情
報
提
供
に
努

め
ま
す
。
消
防
救
急
無
線
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
ま
す
。

　

防
災
拠
点
と
な
る
一
関
北
消
防
署
東

山
分
署
の
建
設
、
南
消
防
署
藤
沢
分
署

の
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

　

一
関
遊
水
地
事
業
は
、
小
堤
、
水
門
や

磐
井
川
堤
防
の
整
備
を
促
進
す
る
ほ
か
、

狭
隘
地
区
の
治
水
対
策
を
進
め
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
磐
井
川
鉄
橋
架
け
替
え
に
向
け
た

早
期
協
議
を
要
望
し
ま
す
。

　

中
小
河
川
の
治
水
対
策
は
、
昨
年
夏

の
大
雨
災
害
を
教
訓
に
、
抜
本
的
な
対

策
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

庁
内
に
お
け
る
危
機
管
理
事
案
の
情

報
共
有
、
連
絡
体
制
の
確
立
や
洪
水
危

険
河
川
の
監
視
計
画
の
見
直
し
な
ど
、

災
害
発
生
の
兆
し
を
捉
え
、迅
速
か
つ
万

全
な
対
応
に
向
け
た
初
動
態
勢
を
整
備

し
ま
す
。

　

災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
の
名
簿
を
整
備
し
、
避
難
支
援

や
見
守
り
な
ど
地
域
に
お
け
る
支
え
合

い
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
警
戒
避
難

情
報
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

●
平
泉
と
連
携
し
た
地
域
づ
く
り

　

世
界
遺
産
拡
張
登
録
を
目
指
す
骨
寺

村
荘
園
遺
跡
は
、
白
山
社
、
駒
形
根
神
社

内
に
確
認
さ
れ
た
建
物
跡
と
塚
群
や
梅

木
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
重
点
的
に
実

施
す
る
ほ
か
、
陸
奥
国
骨
寺
村
絵
図
の

文
献
研
究
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
重
要
文

化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
る「
一
関
本

寺
の
農
村
景
観
」の
構
成
要
素
で
あ
る

小
区
画
水
田
の
保
全
活
用
方
針
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　

26
年
度
に
導
入
さ
れ
る
平
泉
ナ
ン

バ
ー
の
普
及
を
進
め
、世
界
遺
産「
平
泉
」

を
核
と
す
る
こ
の
地
域
の
一
体
的
な
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本

　

本
市
の
財
政
見
通
し
は
、
合
併
算
定

替
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
な
ど
、
厳

し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
第
２
次

行
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

実
行
し
、
歳
入
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
総
合
計
画
の

最
終
年
で
あ
る
27
年
度
を
見
据
え
、
計

画
事
業
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。
市
勢

の
さ
ら
な
る
発
展
と
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
を

見
据
え
た
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
総
合

計
画
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
策
定
し

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に

的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
機
構
の
見
直

し
を
進
め
ま
す
。
本
年
度
は
、
千
厩
支
所

庁
舎
内
に
建
設
農
林
セ
ン
タ
ー
を
配
置

し
ま
す
。

　

市
政
に
関
す
る
説
明
責
任
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
各
地
域
に
出
向
い
て
移
動
市
長
室

を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直

接
聴
い
た
り
、
市
か
ら
の
情
報
を
発
信

し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
職
員

自
ら
現
地
に
出
向
き
、
そ
の
場
で
聴
き
、

そ
の
場
で
考
え
、そ
の
場
で
判
断
す
る
現

場
主
義
を
徹
底
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、よ
り
効
果
的
、
戦
略
的
な
情

報
発
信
に
努
め
な
が
ら
、
相
手
が
期
待

す
る
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
、相
手
に
感
動
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め

ま
す
。
職
員
に
は「
脱
藩
の
気
概
で
臨
む

よ
う
に
」と
話
し
、
県
境
に
接
す
る
一
関

で
あ
れ
ば
こ
そ
で
き
る
県
境
を
意
識
せ

ず
施
策
に
取
り
組
む
よ
う
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

お
わ
り
に

　

安
倍
総
理
は
自
身
の
施
政
方
針
で「
創

造
と
可
能
性
の
地
。
新
た
な
東
北
の
姿

を
、
世
界
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
は
、

東
北
の
可
能
性
や
魅
力
を
世
界
に
発
信

す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
東
北
が
飛

躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

今
後
、宮
城
県
に
放
射
光
施
設
、山
形

県
に
重
粒
子
線
施
設
、
青
森
県
に
国
際

熱
核
融
合
実
験
炉
関
連
施
設
が
順
次
建

設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
加
速

器
技
術
を
用
い
た
施
設
で
あ
り
、こ
れ
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
す
る
集
大
成
が

Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
た
め
に
は
、
東
北
全
体
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、地
元

自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
強
い
信
念
で
取

り
組
み
ま
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
つ
い
て
講
演
し
た
際
、
小
学

生
か
ら「
将
来
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
係
の
仕
事
に

就
き
た
い
」「
科
学
者
に
な
り
た
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
別
の
学
校
で
は
、Ｉ
Ｌ

Ｃ
実
現
に
向
け
た
夢
を
手
紙
で
伝
え
て

く
れ
た
児
童
も
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
、
子
供
た
ち
か
ら
夢
を
託
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
子
供
た
ち
の
夢
が
か
な
え
ら
れ

る
よ
う
、
こ
の
子
供
た
ち
が　

ふ
る
さ

と
一
関
を
誇
り
に
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
、

「
世
界
の
人
々
か
ら
親
し
み
を
持
た
れ
、

信
頼
さ
れ
る
地
域
」を
目
指
す
、
そ
ん
な

ま
ち
一
関
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
、一
緒
に

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
一
関
発
展
の
基
軸
と

位
置
付
け
10
年
先
、
50
年
先
、１
０
０
年

先
の
姿
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。「
と
も
に
拓
こ
う　

ふ
る
さ
と
新

時
代
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
未
来

に
向
け
て
、積
極
果
敢
に
挑
ん
で
い
く
覚

悟
で
、
市
政
運
営
に
誠
心
誠
意
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

古くから一関のもち食文化として伝わる「もち本膳」

災害・緊急訓練見学会
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は
じ
め
に

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
校

庭
な
ど
の
除
染
は
完
了
し
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
学
校
施
設
や
給
食

食
材
等
の
放
射
線
量
の
測
定
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
直
後
か
ら
、
被
災
し

た
地
域
の
学
校
と
市
内
の
学
校
と

で
連
携
し
、「
近
助
」
の
精
神
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど

を
通
じ
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
小
学
校
の
児
童
数

は
６
２
０
８
人
で
し
た
が
、
平
成
31

年
に
は
５
３
０
５
人
と
約
９
０
０

人
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
時
代
に
お
け
る
学
区
状
況

に
対
応
し
た
、
よ
り
良
い
教
育
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
保
護
者
、
地
域
住

民
の
理
解
を
得
な
が
ら
学
校
統
合

を
進
め
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
の
学
力
実
態
を
把
握
し
た
う
え

で
、
学
校
研
究
の
公
開
や
、
理
科
学

習
支
援
員
の
配
置
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
派

遣
な
ど
に
よ
り
、
確
か
な
学
力
の
育

成
に
向
け
た
授
業
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

い
じ
め
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
が
抱
え
る
悩
み
や
課
題

の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
基
本

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
教
育
委

員
会
、
各
学
校
で
い
じ
め
防
止
対
策

基
本
方
針
を
定
め
、
個
々
に
応
じ
た

適
時
適
切
な
指
導
・
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

新
一
関
図
書
館
は
、「
で
か
け
よ

う　

こ
と
ば
の
海
へ　

知
の
森
へ
」

を
基
本
理
念
に
、
本
年
７
月
24
日
に

開
館
予
定
で
す
。
学
術
文
化
の
興

隆
に
力
を
注
い
で
き
た
多
く
の
先

人
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
当
地
方
の

文
化
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う

運
営
し
て
参
り
ま
す
。

　

骨
寺
村
荘
園
遺
跡
は
、
世
界
遺
産

拡
張
登
録
の
実
現
に
向
け
、
白
山

社
、
駒
形
根
神
社
、
梅
木
田
遺
跡
の

重
点
的
な
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
骨
寺
村
荘
園
交
流
館
を

中
心
に
、
骨
寺
村
荘
園
の
価
値
と
魅

力
を
情
報
発
信
し
、
普
及
啓
発
に
努

め
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
本
県
で
開
催
さ
れ

る
第
71
回
国
民
体
育
大
会
「
希
望
郷

い
わ
て
国
体
」
は
、
各
種
団
体
や
企

業
の
協
力
を
得
な
が
ら
市
民
と
と

も
に
「
オ
ー
ル
一
関
」
で
の
受
入
体

制
を
整
え
、
競
技
会
場
地
と
し
て
気

運
の
醸
成
と
競
技
会
場
な
ど
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ

Ｌ
Ｃ
）
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、

中
学
生
を
対
象
に
最
先
端
の
科
学

体
験
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

英
語
で
の
生
活
を
基
本
と
す
る
英

語
の
森
キ
ャ
ン
プ
事
業
や
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
増
員
し
、
小
学
生
か
ら
外
国
語
に

慣
れ
親
し
む
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
市
を
訪
れ
る
視
察
者
等

に
子
供
た
ち
か
ら
地
域
の
良
さ
や

文
化
を
紹
介
さ
せ
る
取
り
組
み
な

ど
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
Ｉ
Ｌ

Ｃ
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め

る
と
と
も
に
、
異
文
化
へ
の
理
解
と

交
流
を
促
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
26
年
度
、
特

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
生
を
豊
か
に
す
る

生
涯
学
習
の
推
進

●
生
涯
学
習

　

社
会
・
経
済
状
況
の
急
激
な
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
幅
広
い
年
代
の

人
々
が
多
様
な
目
的
を
持
っ
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
環
境
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
こ
と
ば
を
学
び
、
感

性
を
磨
き
、表
現
力
を
高
め
、人
生
を

よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
る

上
で
欠
か
せ
な
い
読
書
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
家
庭
や
地
域
で
の
共
通
理

解
を
図
り
ま
す
。

●
図
書
館

　

図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、一
関

図
書
館
を
中
央
館
と
位
置
付
け
、
図

書
館
８
館
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
、
図

書
資
料
の
充
実
、
学
校
図
書
館
と
の

連
携
強
化
な
ど
読
書
環
境
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
開
館
時
間
や
休
館
日
の

見
直
し
を
行
い
、
開
館
時
間
の
延
長

や
祝
日
も
開
館
し
ま
す
。

新
し
い
時
代
に

生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
の
推
進

●
学
校
教
育

　

確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
育

む
教
育
を
基
本
に
、
小
中
学
校
間
の

連
携
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

●
こ
と
ば
を
大
切
に
す
る
教
育

　

学
校
と
家
庭
の
連
携
に
よ
る
読
書

活
動
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
読
書

普
及
員
を
増
員
し
、
学
校
図
書
館
を

学
び
の
場
と
し
な
が
ら
、
学
校
図
書

の
充
実
や
市
立
図
書
館
と
の
相
互
利

用
な
ど
、
さ
ら
な
る
読
書
環
境
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

●
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

生
徒
の
職
業
観
、
勤
労
観
、
社
会

性
を
育
て
る
た
め
、
中
学
校
２
年
生

を
対
象
に「
14
歳
・
地
域
で
学
ぶ
５

日
間
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
社
会
体
験

学
習
を
実
施
し
ま
す
。

鈴木功教育委員会委員長が第47回市議会定例会で述べる

新しい時代を切り拓き
豊かな心を育むまちづくり

●
適
応
指
導

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
減
少
に
向
け
、

教
育
相
談
員
等
に
よ
る
相
談
・
支
援

や
適
応
支
援
教
室「
タ
ン
ポ
ポ
広
場
」

に
お
け
る
学
習
・
支
援
活
動
を
通
じ
、

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ

て
き
め
細
か
く
対
応
し
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育

　

幼
児
期
か
ら
の
就
学
相
談
体
制
の
充

実
と
個
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

教

育

行

政

●
地
域
に
根
差
し
た
教
育

　

社
会
科
副
読
本
の
活
用
や「
い
ま

地
域
の
学
校
が
お
も
し
ろ
い
」
の
資

料
作
成
を
通
じ
、
地
域
に
着
目
し
た

教
育
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

●
義
務
教
育
施
設
の
整
備

　

山
目
、中
里
地
区
の
統
合
中
学
校

と
し
て
、平
成
27
年
４
月
開
校
を

予
定
し
て
い
る
磐
井
中
学
校
校
舎

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、山
目

小
学
校
校
舎
、一
関
小
学
校

プ
ー
ル
の
整
備
▼
東
山
中

学
校
の
校
舎
改
修
▼
金
沢

小
学
校
校
舎
と
川
崎
小
学

校
の
校
舎
改
修
▼
黄
海
小

学
校
校
舎
の
屋
上
改
修
▼

千
厩
小
学
校
屋
内
運
動
場

の
ト
イ
レ
水
洗
化
改
修
▼

桜
町
中
学
校
の
特
別
教
室

棟
の
実
施
設
計
な
ど
を
行

い
、教
育
施
設
の
安
全
確
保

と
教
育
環
境
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

●
非
常
時
の
対
応

　

市
内
全
中
学
校
に
お
い
て

救
急
救
命
講
習
を
実
施
し
ま

す
。ま
た
、各
幼
稚
園
、小
・
中

学
校
と
保
護
者
の
間
で
緊
急

連
絡
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、非
常
時
に
備
え
ま
す
。

●
学
校
給
食

　

細
心
の
注
意
を
図
り
な
が

ら
、
安
全
安
心
な
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地

場
産
食
材
の
利
用
や
、
食
育

指
導
の
推
進
な
ど
小
中
学
校
で
の
食

育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。（
仮
称
）西

部
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

や
花
泉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
備

増
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

共
に
学
び
触
れ
合
う

社
会
教
育
の
推
進

●
社
会
教
育

　

市
民
一
人
一
人
が
生
き
が
い
の

あ
る
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学
習
機

会
の
提
供
や
学
習
活
動
の
促
進
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
が

正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、心

身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
間
に

成
長
で
き
る
よ
う
家
庭
教
育
を
支

援
し
ま
す
。

●
公
民
館

　

地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
を
生
か
し

な
が
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
学
習
機
会
の
提
供
や
地
域
協
働
体

の
組
織
化
の
支
援
に
努
め
ま
す
。ま

た
、松
川
公
民
館
の
耐
震
補
強
や
室

根
地
区
会
館
、藤
沢
公
民
館
黄
海
分

館
の
耐
震
診
断
を
行
い
、公
民
館
等

の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

多
様
で
個
性
あ
る

文
化
の
創
造

●
文
化
芸
術
の
振
興

　

芸
術
文
化
団
体
等
と
の
連
携
を
図

り
、
市
民
の
文
化
芸
術
活
動
を
促
進

し
ま
す
。

●
郷
土
芸
能

　

後
継
者
不
足
な
ど
で
、年
々
伝
承

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
団
体
の
基
礎
調
査
を
進
め
、状
況

把
握
に
努
め
ま
す
。南
部
神
楽
に
つ

い
て
は
、有
識
者
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
保
存
保
護
に
努
め
ま
す
。

●
有
形
文
化
財

　

適
切
な
管
理
活
用
を
図
る
た
め
、

保
存
活
用
の
方
向
性
を
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、市
指
定
有
形
文
化
財
で
あ

る
旧
沼
田
家
武
家
住
宅
の
建
物
敷
地

等
の
用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

●
博
物
館
な
ど

　

博
物
館
、芦
東
山
記
念
館
、石
と
賢

治
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
大
籠
キ
リ
シ
タ

ン
殉
教
公
園
の
入
館
料
は
、
小
中
学

生
を
無
料
と
し
、
利
便
性
の
向
上
と

施
設
利
用
者
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　

関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
国
内
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、「
日
本
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
一
関
大
会
」
や「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
女
子

一
関
大
会
」
の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
つ
こ

と
や
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ「
夢
の
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。

薄衣、門崎の両小学校が統合して誕生した川崎小学校

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
一
関

サ
ッ
カ
ー・
ラ
グ
ビ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
整
備
を
進
め
ま
す
。ま
た
、国
体
会

場
と
な
る
千
厩
体
育
館
の
改
修
を
は
じ

め
、花
泉
運
動
公
園
野
球
場
、大
東
グ
ラ

ウ
ン
ド
、千
厩
野
球
場
、東
山
球
場
の
改

修
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
を

図
り
、指
定
管
理
者
と
一
層
連
携
し
、適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

お
わ
り
に

　

生
涯
に
わ
た
る
市
民
の
学
習
活
動

を
促
進
し
、一
関
市
教
育
振
興
基
本

計
画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
で
あ
る

「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
き
豊
か
な

心
を
育
む
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

力
を
尽
く
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
支
援
、
ご
指
導
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

方

針

教育行政方針平成2６年度

骨寺村荘園交流館「若神子亭」は情報発信の拠点

社会体験学習を通じ、職業観と勤労観を養います
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事
業
進
捗
の
ピ
ー
ク
を
越
え
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
25
年
度
に
下
水

道
事
業
特
別
会
計
が
市
債（
借
入

金
）の
繰
上
償
還
を
行
っ
た
た
め
、

１
億
１
８
９
５
万
円（
３
・
２
％
）

減
。ま
た
、簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
は
、新
規
整
備
費
の
減
に
よ
り

６
億
４
４
６
０
万
円（
21
・
７
％
）減

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、特
別
会
計
、公
営
企

業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
９
９
０
億
９
９
１
６
万
円
で
、

30
億
６
９
０
１
万
円（
３
・
０
％
）の

減
で
す
。

一
般
会
計
歳
入
の
内
訳

　

歳
入
の
う
ち
自
主
財
源（
※
２
）

中
の
市
税
収
入
は
、前
年
度
当
初
予

算
額
と
比
べ
て
２
億
１
５
７
９
万

円（
１
・
８
％
）増
加
す
る
見
込
み
で

す
。こ
れ
は
、雇
用
情
勢
の
改
善
に

伴
う
給
与
所
得
の
増
加
な
ど
が
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま

た
、依
存
財
源（
※
３
）中
の
地
方
交

付
税
は
、８
億
５
２
７
万
円（
３
・

１
％
）減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

　

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の

歳
入
だ
け
で
は
、
財
源
が
不
足
す

る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
（
※
４
）

と
市
債
管
理
基
金
（
※
５
）
か
ら

16
億
１
３
０
９
万
円
取
り
崩
し
、

財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

諸収入
15億 3,277万円
（2.2％）

平成26年度 一関市の予算

予
算
の
概
要

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

地
域
経
済
の
低
迷
や
人
口
減
少
な

ど
に
よ
り
、市
税
収
入
の
大
き
な
伸

び
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
歳

入
の
多
く
を
地
方
交
付
税（
※
１
）

が
占
め
る
財
政
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
構
造
は
、
国
の
施
策
、

景
気
動
向
や
人
口
減
少
な
ど
に
大

き
な
影
響
を
受
け
る
も
の
で
す
。

市
の
会
計
と
予
算
総
額

　

市
の
予
算
は
、
市
の
基
本
的
な

事
務
や
事
業
を
行
う
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
の

よ
う
に
加
入
者
や
利
用
者
が
負
担

す
る
特
定
収
入
で
経
費
を
賄
う
13

の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
や

病
院
事
業
会
計
の
よ
う
に
経
費
を

水
道
料
金
や
診
療
報
酬
な
ど
で
賄

う
３
つ
の
公
営
企
業
会
計
に
区
分

さ
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
７
０
３

億
８
１
２
万
円
で
、前
年
度
当
初
予

算
額
と
比
べ
て
８
億
９
６
０
３
万

円（
１
・
３
％
）減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、磐
井
川
堤
防
改
修
に
伴
う

公
共
施
設
の
移
転
事
業
、災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
し
て
進

め
て
き
た
耐
震
補
強
工
事
や
防
災

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
が

一般会計歳入

ともに拓こう ふるさと新時代
一関発展の基軸は「国際リニアコライダー（ILC）プロジェクト」。最優先で取り組むべ

き施策に放射性物質による汚染問題への対策、高齢化と人口減少社会への対応、「協働
によるまちづくり」の推進を掲げ、「世界の人々から親しみを持たれ、信頼される地域」
の実現を目指します。皆さんと共に「ふるさと一関」の新時代を拓くための予算です。

繰入金
16億8,512万円
（2.4%）

使用料 /手数料
4億4,981万円
（0.6%）

分担金 /負担金
5億 2,040万円
（0.7%）

その他
2億 6,021万円
（0.4%）

地方交付税
249億1,927万円
（35.4%）

市債
133億 3,218万円
（19.0%）

県支出金
59億5,976万円
（8.5%）

地方譲与税 /交付金
25億4,562万円
（3.6%）

依存財源
537億5,699万円
（76.5%）

国庫支出金
70億16万円
（10.0%） 歳入

703 億 812 万円

市税
121億282万円
（17.2％）

自主財源
165億5,113万円
（23.5%）

　

市
の
借
入
金
で
あ
る
市
債
は
、磐

井
中
学
校
の
整
備
や
山
目
小
学
校

の
校
舎
改
築
事
業
等
の
実
施
に
よ

る
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
債
の

増
額
な
ど
で
、２
億
７
６
９
９
万
円

（
２
・
１
％
）増
加
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出
の
内
訳

　

歳
出
を
目
的
別
経
費（
※
６
）
で

見
た
場
合
、
民
生
費
が
１
６
９
億
８

９
７
万
円
で
最
も
大
き
な
割
合
を

占
め
、
次
い
で
教
育
費
１
０
２
億
３

５
５
５
万
円
、
公
債
費
94
億
２
４
４

１
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

性
質
別
経
費（
※
７
）
で
は
、総

合
計
画
基
本
計
画
事
業
な
ど
の
実

施
や
災
害
復
旧
事
業
に
あ
て
る

投
資
的
経
費（
※
８
）
は
、総
額
で

１
５
７
億
６
８
６
万
円
で
す
。昨
年

の
大
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
事
業
費

が
４
億
４
８
０
２
万
円
増
加
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、前
年
度
当
初
予
算

額
と
比
べ
て
２
億
６
７
６
９
万
円

（
１
・
７
％
）増
加
し
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費（
※
９
）は
、１
億
６

４
９
０
万
円（
０
・
５
％
）減
少
し
、

３
０
５
億
７
５
８
４
万
円
で
す
。こ

れ
は
、職
員
数
の
減
な
ど
に
よ
っ
て

人
件
費
が
２
億
１
８
６
０
万
円
減

少
し
た
も
の
の
、公
債
費（
※
10
）が

６
２
７
０
万
円
増
加
し
た
こ
と
な

ど
が
原
因
で
す
。

市
債
と
基
金
の
残
高
見
込
み

　

26
年
度
末
の
市
の
市
債
（
借
入

金
）
の
残
高
は
、
特
別
会
計
と
公

営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会

計
の
合
計
で
１
２
２
４
億
６
８

５
０
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策
債

（
※
11
）
な
ど
を
除
き
公
共
事
業

の
た
め
に
借
入
れ
た
も
の
が
一

般
会
計
で
６
８
７
億
９
５
１
１

万
円
で
す
。
一
般
会
計
分
は
消

防
施
設
整
備
事
業
債
や
義
務
教

育
施
設
整
備
事
業
債
な
ど
、
特

別
会
計
分
は
浄
化
槽
事
業
な
ど

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
市
民
１
人

当
た
り
で
計
算
す
る
と
、
一
般

会
計
で
は
約
55
万
円
、
全
会
計

で
は
約
97
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
主
な
市
の
基
金（
貯
金
）

の
残
高
は
、
財
政
調
整
基
金
が

23
億
１
０
０
６
万
円
、
市
債
管

理
基
金
が
85
億
２
１
９
５
万
円

に
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
２

つ
の
基
金
の
合
計
を
市
民
一
人

当
り
に
す
る
と
、
約
８
万
６
千

円
に
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
納
め
た
大
切
な
税
金
を
効
果

的
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
、
財

政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

会計名 予算額 25年度比
（増減率）

一般会計 703億812万円 △1.3%

特
別
会
計

国民健康保険 140億4,786万円 △0.3%

後期高齢者医療 12億1,894万円 7.9%

介護サービス事業 3,947万円 △2.3%

土地取得事業 332万円 △0.4%

金沢財産区 623万円 △16.3%

都市施設等管理 1億7,058万円 78.8%

工業団地整備事業 1,200万円 △0.5%

市営バス事業 1億7,258万円 5.5%

簡易水道事業 23億2,613万円 △21.7%

下水道事業 35億8,956万円 △3.2%

農業集落排水事業 4億735万円 △10.1%

浄化槽事業 1億9,879万円 4.9%

物品調達 3,728万円 12.1%

水道事業会計 38億8,822万円 △30.9%

工業用水道事業会計 4,373万円 7.9%

病院事業会計 26億2,900万円 9.5%

合計 990億9,916万円 △3.0%

26年度予算の規模

● 用語の解説
(※１ )地方交付税…全国市町村の行政サービスが
一定水準になるように、国から配分されるお金
(※２)自主財源…市税や使用料など市が自主的に収
入することができる財源
(※３ )依存財源…地方交付税、国・県支出金など国
や県から交付される財源や市債など
(※４)財政調整基金…財源に余裕がある年に積み立
て、不足する年に取り崩すことで財源を調整し、計
画的な財政運営を行うための積立金

(※５ )市債管理基金…市債の償還に備える積立金
(※６ )目的別経費…経費を「行政目的」によって分
類したもの
(※７ )性質別経費…経費を「経済的性質」によって
分類したもの
(※８ )投資的経費…道路、学校の建設など、社会資
本の整備や災害復旧に要する経費
(※９ )義務的経費…人件費（職員の給与、議員報酬
など）、扶助費（社会保障制度の一環として、生活困
窮者、児童、高齢者、障がい者などを援助する経費）、

公債費（市の借入金（市債）などの償還金等）を合計
したもので、その支出が義務づけられ、任意に削減
できない経費
(※10)公債費…市の借入金（市債）などの償還金及
び一時的に借入れたお金の利息
(※11)臨時財政対策債…地方交付税の国の財源が

不足する場合に、特例として地方交付税に替えて発
行が認められる地方債（借入金）で、償還費用は全
額国が手当するもの

その他
11億1,927万円 (1.6%)

民生費
169億 897万円

(24.0%)

教育費
102億 3,555万円

(14.6%)

公債費
94億 2,441万円
（13.4％）

総務費
77億 6,405万円

(11.0%)

土木費
71億 2,259万円

(10.1%)

農林水産業費
51億8,855万円 (7.4%)

衛生費
58億 3,155万円 (8.3%)

消防費
50億 6,091万円

(7.2%)

商工費
16億5,227万円 (2.4%)

子 育 て 支 援 や 高 齢
者、障がい者福祉など

小中学校、公民館やス
ポーツ施設などの管
理運営費や建設・維持

市の借入金の返済
市税の課税・収納や戸籍事務など

道路・公園・住宅
などの建設・維持

農林業の支援、
農業施設や林道
の建設・維持など

保健・医療・ごみ処
理・環境対策など

一般会計歳出（目的別）

歳出

703 億 812 万円
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世界の人々から親しみを持たれ、
信頼される地域の実現へ

市民が安心して暮らせる
協働のまちづくりを推進

最優先で取り組むべき施策

26
年
度
予
算
の
規
模

　

26
年
度
予
算
は
、
17
年
度
の
合

併
以
降
最
大
だ
っ
た
25
年
度
当

初
予
算
額
を
、
１
・
３
％
下
回
る

７
０
３
億
８
１
２
万
円
で
す
。
依
然

と
し
て
、厳
し
い
財
政
状
況
下
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
最
優
先
で
取

り
組
む
べ
き
施
策
と
重
点
施
策
を

中
心
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
施
策

　

26
年
度
に
最
優
先
で
取
り
組
む

べ
き
施
策
は
次
の
３
点
で
す
。

①「
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
問

題
へ
の
対
策
」５
億
４
６
７
４
万
円

　

放
射
性
物
質
の
影
響
に
よ
る
市

民
の
不
安
解
消
を
図
る
た
め
、
健

康
相
談
や
放
射
性
物
質
検
査
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
放
射
性
物
質
の

影
響
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
農
家

や
生
産
基
盤
整
備
を
支
援
し
、
農

林
業
の
再
生
を
図
り
ま
す
。

②「
高
齢
化
と
人
口
減
少
社
会
へ

の
対
応
」７
億
５
７
２
７
万
円

　

若
者
の
定
住
対
策
や
市
外
か
ら

の
移
住
定
住
を
促
進
し
、
人
口
減

少
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
進

行
す
る
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
場

の
設
置
や
疾
病
・
介
護
予
防
、
在

宅
介
護
の
た
め
の
補
助
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

③「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」３
億
６
５
４
万
円

　

市
民
と
行
政
が
よ
り
多
く
の
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
市
政
へ
の
関

心
を
高
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
当
事

者
と
い
う
意
識
を
持
つ
た
め
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

重
点
施
策
８
項
目

　

中
東
北
の
拠
点
都
市
一
関
の
形

成
に
向
け
た
重
点
施
策
に
、
次
の

８
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。

①
雇
用
対
策

②
企
業
育
成

③
産
業
振
興

④
教
育
・
人
材
育
成

⑤
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
連
携
強

化⑥
環
境
対
策

⑦
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑧
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

 

少
子
化
、
高
齢
化
、
人
口
減
少

の
進
行
に
対
応
す
る
た
め
の
施

策
　

重
点
施
策
８
項
目
に
併
せ
、
少

子
化
、
高
齢
化
、人
口
減
少
の
進
行

に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
各
分

野
で
実
施
し
ま
す
。

①「
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
」
77
億

２
４
４
万
円

　

急
速
に
進
行
す
る
人
口
減
少
の

速
度
を
少
し
で
も
緩
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
子
ど
も
を
生
み
、
育
て

や
す
い
環
境
の
充
実
や
経
済
的
負

担
の
軽
減
な
ど
を
図
り
ま
す
。
子

ど
も
の
成
長
過
程
に
合
わ
せ
て
保

健
、
医
療
、
保
育
、
教
育
、
就
職
、

結
婚
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
線
で
つ

な
が
る
一
連
の
施
策
に
よ
り
、子
育

て
世
代
を
支
援
し
ま
す
。

②「
生
涯
安
心
で
暮
ら
せ
る
活
気

あ
る
ふ
る
さ
と
」11
億
８
８
１
７
万

円
　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進

行
に
よ
り
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え

て
い
ま
す
。
従
来
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
高
齢
者
向
け
に
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防
、
医
療
と
介
護
の
連
携

な
ど
の
支
援
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
支
援
し
、
地
域
活
性
化

や
後
継
者
育
成
な
ど
に
つ
な
が
る

施
策
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
後
年
度
に
計
画
さ

れ
て
い
た
事
業
の
前
倒
し
、
市
民

要
望
が
多
い
道
路
や
公
共
施
設
の

整
備
・
修
繕
を
実
施
す
る
経
済
対

策
事
業
を
、
前
年
度
に
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

　

各
事
業
の
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

放射性物質による汚染問題への対策 
事業 予算額 内　　　容

暮らしの安全・安心 3,583万円

放射線に関する健康相談、4歳から15歳までの希望者の尿中放射性物質量検査、
放射線量測定器の貸し出し、公共施設における放射線量モニタリング調査、学校
給食食材等の放射性物質測定、水道水の放射性物質検査、下水処理で発生する汚
泥の放射性物質検査　など

農林業の再生に向けた取り組み 5億1,091万円

放射性物質による被害農産物等の調査、農家等の損害賠償請求支援、放射性物質
に汚染された農林業系廃棄物の一時保管施設の保全管理、利用自粛牧草等処理円
滑化事業（農林業系汚染廃棄物の処理加速化事業など）、公共牧場利用自粛対策事業
補助金、きのこ原木等処理事業、しいたけ生産振興対策事業費補助金、特用林産
施設等体制整備事業費補助金　など

高齢化と人口減少社会への対応
事業 予算額 内　　　容

人口減少を緩やかにする取り組み 5,987万円 移住定住環境整備事業、結婚活動支援事業、農村地域定住・就農促進対策事業

高齢者にやさしい環境整備 6億9,740万円

介護担い手育成事業、地域支援事業（介護予防教室の開催）、配食・給食サービス

事業、在宅寝たきり高齢者等介護手当支給事業、高齢者福祉計画策定事業、外出
支援サービス事業、緊急通報体制等整備事業、高齢者福祉乗車券交付事業、シニ

ア活動プラザ運営事業（シニア社会貢献支援事業委託）、高齢者及び障害者にやさし

い住まいづくり推進事業、地域介護・福祉空間整備等事業費補助金、介護サービ

ス施設整備等臨時特例事業費補助金、施設開設準備経費助成特別対策事業費補助
金、公共施設のバリアフリー化　など

「協働によるまちづくり」の推進
事業 予算額 内　　　容

地域づくり活動に対する支援 1億5,066万円
地域協働体支援事業 (集落支援員の配置、地域協働推進員の配置、地域協働体支援事業
費補助金）、自治会等活動費総合補助金、地域おこし事業（地域おこし事業費補助金、
協働推進会議・活動実践発表会の開催）　など

協働によるまちづくりの推進 4,326万円
市民活動推進事業、地域間交流事業、一関市民憲章推進協議会補助金、国際交流
事業、磐井川かわづくり事業、景観まちづくり事業補助金、景観形成事業

いちのせき元気な地域づくり事業 1億959万円
各地域で特色のある地域づくりのため、地域住民と行政との創意工夫による各種
事業

持続可能なバス公共交通の実現に
向けた取り組み 304万円

市民・運行事業者・国県等関係機関で構成する「一関市地域公共交通総合連携協
議会」への負担金、デマンド型乗合タクシーを試験導入するための準備経費
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1.雇用対策 
事業 予算額 内　　　容

新規高卒者ふるさと就職支援事業補助金 1,400万円 新規高卒者の地元就職と就業定着を図るため、市内に居住する新規高卒者を採用した事業主が行う研修等
の人材育成費用に対し20万円を上限に助成

緊急雇用創出事業【県の基金事業】 
※放射線対策分を除く

7,669万円 被災者住宅復興支援、被災企業、被災求職者への支援情報発信、災害時要援護者（高齢者等）の状況調査、
若者キャリアアップ就職支援、中東北から元気を発信するイベントの企画と実施、障がい者就労支援など

地域企業パワーアップ支援事業 106万円 若い人材の就業定着を図るため、新入社員を対象としたセミナーや企業の女性管理者等を対象にキャリア
アップと人材育成方法等を学ぶセミナーを開催

各種就業支援 3,653万円 ジョブカフェ一関、地域若者サポートステーションの設置、一関市ふるさとハローワークの設置、就職ガイ
ダンスの開催、Ｕターン就職の促進、新規学卒者・求職者研修事業  など

2.企業育成
事業 予算額 内　　　容

企業立地の促進　 8,176万円 生産設備等投資促進補助金、企業立地促進奨励事業費補助金、企業立地促進資金利子補給補助金  など

起業、中小企業に対する支援 2億5,194万円 いちのせき起業応援事業、各種資金利子・保証料補給事業  など

地域企業の人材育成に対する支援 1,463万円 ものづくり産業振興事業、人材育成事業費補助金、次世代ものづくり人材育成事業

技術・経営強化、連携に対する支援 4,745万円 工業振興事業、企業の魅力発信力向上事業、新製品・新技術開発事業費補助金、地域企業経営強化支援事行

3.産業振興 
事業 予算額 内　　　容

｢地産外商｣・｢6次産業化｣の推進と
情報発信 2,779万円 販路拡大に係る事業 、情報発信に係る事業

農産物の産地づくり 4,537万円 野菜花き生産振興事業補助金、繁殖牛生産振興対策事業費補助金、酪農振興総合対策事業費補助金、肥
育素牛地域内保留対策事業費補助金、有害鳥獣対策事業、有害獣侵入防止柵設置事業補助金

元気な農村地域づくりの支援 12億3,553万円 中山間地域等直接支払交付金、農村地域活動支援人材確保推進事業、農村地域づくり活動支援員設置事
業、農村地域活性化モデル支援事業、子育て家族の農業体験事業補助金

農業経営体の育成支援 7億9,249万円 強い農業づくり交付金、経営体育成支援事業費補助金、いわて地域農業マスタープラン実践支援事業費補
助金、担い手への農地集積推進事業、青年就農給付金、経営所得安定対策推進事業費補助金

農業基盤整備の促進 2億3,706万円 県営基盤整備事業ほか県営事業負担金、農地・水・環境保全向上対策事業分担金  など

優良木材の産地形成 2億2,030万円 公有林管理事業、森林林業活性化促進事業補助金、森林病害虫等駆除事業  など

物流基盤の整備 5億8,268万円 矢ノ目沢金沢線、清水原一関線道路改良事業

｢世界文化遺産 平泉｣の玄関口としての
機能の充実 1億2,033万円 一関市観光ＰＲ映像作成、一ノ関駅屋上看板塗装、歴史の小道整備事業  など

広域連携による観光振興と誘客 899万円 広域連携推進事業、観光地間二次交通整備事業、黄金王国推進委員会負担金、伊達な広域観光推進協議
会負担金  など

まつりや地域イベント等に対する支援 3,924万円 一関・平泉バルーンフェスティバル事業、各地域の夏まつり開催負担金、大東大原水かけ祭り保存会事業
費補助金、夫婦石観光まつり事業費補助金、唐梅館絵巻実行委員会補助金、藤沢野焼祭開催負担金  など

商工業に対する支援 6,345万円 一関商工会議所補助金、一関市連合大売出し事業

4.教育・人材育成 
事業 予算額 内　　　容

キャリア教育の支援 1,045万円 中学生の社会体験、最先端科学体験研修、英語によるキャンプの実施、出前講座、高校生ガイダンス、新入
社員向け研修の支援  など

特別支援教育等の推進 1億5,158万円 特別支援コーディネーター、学校サポーター（小中学校）、外国語指導助手、きめ細かな指導支援員（幼稚
園）、適応支援相談員、理科学習支援員の配置  など

学校の整備 27億2,040万円 山目小学校校舎改築事業、校舎等大規模改修事業（金沢小学校）、磐井中学校整備事業、桜町中学校特別
教室棟改築事業  など

子育て支援 5,238万円 私立幼稚園第３子以降保育料等補助金、私立学校運営費補助金、学校緊急情報相互連絡システムの運営

読書環境の充実 1億695万円 一関図書館の新館オープン、学校図書館に配置する読書普及員の増員

学校給食センターの整備・充実 6億8,357万円 西部学校給食センター改修事業、（仮称）西部第二学校給食センター整備事業、学校給食センター設備増強
事業  など

文化施設・体育施設の整備と充実 3億6,189万円 一関文化センター施設改修事業、健康の森設備等改修事業、東山Ｂ＆Ｇ海洋センター改修事業、野球場ス
コアボード改修事業  など

国民体育大会開催に向けた取り組み 1億3,800万円 国民体育大会会場整備事業（千厩体育館の照明改修など）、実行委員会負担金、Ｖプレミアリーグ女子一関
大会開催補助金

「地域の宝」を守り、顕彰する取り組み 1億1,614万円 市指定文化財旧沼田家武家住宅用地取得事業、世界遺産の拡張登録に向けた骨寺村荘園遺跡重点調査、
子どもたちによる地域の情報発信事業  など

5.保健・福祉・医療の連携強化 
事業 予算額 内　　　容

保健・子育て支援の拠点整備 9億5,465万円 保育園整備事業費補助金、一関保健センター移転整備事業

子育て世代への支援 7億174万円 乳幼児医療費助成事業、個別予防接種事業、小学生医療費助成事業、育児相談・育児教室事業、第３子以
降保育料無料化事業

発達支援と障がい者福祉の充実 26億733万円 自立支援介護給付、障害児通所等給付、地域生活支援事業、障害者計画等策定事業

地域医療の確保 220万円 地域医療を守る支援事業

医療と介護の連携推進 500万円 地域医療・介護連携推進事業

地域福祉のしくみづくり 51万円 地域福祉計画策定事業

被災者健康支援 539万円 被災者健康支援事業（保健師等による被災者訪問など）

中東北の拠点都市 一関の形成に向けた 8つの 「重点施策」
6.環境対策

事業 予算額 内　　　容

再生可能エネルギー設備等導入事業 1億3,753万円 再生可能エネルギー設備導入等推進事業、新エネルギー等導入事業補助金

街路灯などのLED化・省エネ化 6,851万円 防犯灯維持管理事業（防犯灯LED化事業分）、商店街低炭素街路灯導入事業補助金、道路照明灯LED
化事業、公園灯LED化事業

7.防災のまちづくりの推進 
事業 予算額 内　　　容

避難所等施設の耐震化 3億3,300万円 耐震補強等工事、耐震補強実施設計、耐震診断

防災拠点施設の整備・災害発生時の
設備強化 28億7,161万円 防災情報等の伝達、災害時用資機材等の整備、防災拠点施設等の整備

自主防災組織の育成・支援 329万円 自主防災組織活動助成金、自主防災組織育成事業

安全・安心なまちづくり 9,559万円 空き家等実態調査事業、木造住宅耐震診断事業、防犯灯維持管理事業、土砂災害ハザードマップ作成事業、
木造住宅耐震改修工事助成補助金、自家水道施設災害復旧工事補助金

災害発生に備える施設整備等 3億8,351万円 県営治山事業負担金、急傾斜地崩壊対策県事業負担金、橋梁長寿命化事業、中駒場線道路改良事業、石堂
コミュニティ公園整備事業

8.未来のまちづくりの推進
事業 予算額 内　　　容

国際リニアコライダー計画を一関発展
の基軸としたまちづくり 2,856万円 国際リニアコライダー調査事業、総合計画推進事業（計画策定）  など

市民サービスの充実 1億3,702万円 マイナンバー導入事業、マイナンバー制度施行に伴う住基システム等改修  など

平泉ナンバーの普及促進 1,155万円 自動車の新たな地域名表示ナンバープレートに「平泉」ナンバーが決定したことから市所有車両740台の
ナンバープレートを「平泉」ナンバーに交換し普及を促進する

市有財産活用推進事業 3億2,777万円 施設の長寿命化・省エネ化を図るための維持補修事業、快適な利用に資するための設備改修等、高齢者等
の利用に配慮した設備改修等、施設の解体による市有地の有効活用を図る事業など

少子化、高齢化、人口減少の進行に対応するための施策
子育て世代への支援

事業 予算額 内　　　容

出産準備期からの支援 1億1,428万円 妊産婦医療費助成事業、特定不妊治療助成事業、妊婦健康診査事業、両親学級事業、育児相談・育児教室事
業、母子健康相談・家庭訪問事業、産後サポーター派遣事業、子ども・子育て支援事業計画策定事業

乳児期からの支援 56億8,493万円

乳幼児医療費助成事業、養育医療費給付事業、育成医療費給付事業、病院群輪番制病院運営費補助金、休
日当番医制運営事業、三種混合・四種混合、小児用肺炎球菌ワクチン、ヒブワクチン、ＢＣＧ予防接種委託
事業、乳幼児健康診査事業、一関保健センター移転整備事業、児童手当給付、児童扶養手当給付、保育所
運営費（私立等）、保育園管理運営（市立）、こども園管理運営（市立）、保育園整備事業費補助金、保育園増
改築事業、第３子以降児童の保育園保育料無料化、保育園保育料軽減、保育対策等促進事業、病後児保育
事業、通園費補助金、家庭児童相談室運営、一関ファミリーサポートセンター運営事業、子育て支援セン
ター事業、おやこ広場事業、子育てサロン事業

幼児期からの支援 5億767万円

休日歯科応急診療運営費補助金、麻しん風しん混合（1期・2期）、日本脳炎（1期）予防接種委託事業、小児
インフルエンザ、おたふくワクチン、水痘ワクチン接種助成事業、２歳６か月歯科健診事業、発達支援相談
事業、児童館管理運営、へき地保育園管理運営、障がい福祉サービス事業、子育て支援体制整備事業など、
特別支援教育推進事業、幼児ことばの教室事業、きめ細かな指導支援員配置、私立幼稚園就園奨励費補助
金、私立学校運営費補助金、第３子以降幼稚園保育料無料化、公園整備事業、地域防犯協会活動費補助金

小学生からの支援 10億7,517万円

小学生医療費助成事業、二種混合、日本脳炎（2期）予防接種委託事業、就学援助費、遠距離通学費補助金、
特別支援教育就学奨励費、外国語指導助手配置、学習指導専門員配置、教育相談員配置、適応支援相談員
配置、学びの支援員配置、読書普及員配置、放課後児童健全育成事業、放課後子ども教室事業、青少年劇
場開催、夢づくり文化事業、全国大会出場補助金、環境教育活動事業、子育て家族の農業体験事業補助金、
通学路整備（通学路、歩道、交通安全施設）、キャリア教育支援事業  など

中学生からの支援 4,099万円 子宮頸がん予防ワクチン接種事業、思春期保健事業、学びの活性化事業、中学生の社会体験学習事業、中
学生最先端科学体験研修事業、中学生海外派遣事業

高校生からの支援 2億2,142万円 地域医療確保対策費補助金、奨学金貸付事業、私立高等学校生徒学費補助金、青年就農給付金、新規学卒
者等就農促進支援事業、新規就農者支援資金貸付金、地域若者サポートステーション事業

大学生・社会人からの支援 5,798万円
医師修学資金貸付事業、新規高卒者ふるさと就職支援事業補助金、人材育成事業費補助金、新規学卒者・
求職者研修事業、地域企業パワーアップ支援事業、次世代ものづくり人材育成事業、就職ガイダンス開催、
若年者就業支援相談事業、地域職業相談室運営

生涯安心で暮らせる活気あるふるさと
事業 予算額 内　　　容

ソフト事業 6億7,653万円
【定住対策】移住定住環境整備事業、【生きがいづくり】老人クラブ活動費補助金交付事業等【健康づくりと
介護予防】高齢者福祉乗車券交付事業【医療と介護の充実】高齢者インフルエンザ予防接種費用助成事業
【後継者育成】経営体育成支援事業費補助金【就労支援】青年就農給付金【地域活性化】 農村地域づくり活
動支援員設置事業

ハード事業 5億1,164万円
【健康づくり】 公園遊具更新【公共施設の安全確保】 市道の歩道設置、公園・公民館トイ
レの洋式化など【後継者育成】県営基盤整備事業負担金（農地集積による担い手育成） 
【在宅介護支援】 高齢者及び障害者にやさしい住まいづくり推進事業（住宅改修補助）【介護施設整備】介護
サービス施設整備等臨時特例事業（施設整備補助金）

経済対策事業
　地域経済の活性化や雇用の確保・創出を図るため、①後年度計画事業の前倒し②市民要望の多い道路の整備・修繕③公共
施設の修繕・環境整備―などを中心に、25年度と同規模の経済対策事業を実施します。
【事業費計　36億8,228万円】　（当初予算分前年比 ＋２億50万円　＋5.8％）
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出荷制限等品目の対象区域毎の状況
（26年3月7日現在）

市内の
一部地域

【穀類】そば(旧大原町　※24年12月に制限
の一部解除 )／大豆 (旧磐清水村 )

市内全域

【きのこ】原木生しいたけ（露地栽培）／乾
しいたけ(23～ 24年産 )／施設栽培原木生
しいたけ（25年12月解除　※生産者毎検査
で安全が確認された5人の生産者が出荷再
開）／原木なめこ（露地栽培）／原木くり
たけ（露地栽培）／原木ぶなはりたけ（露地
栽培）／原木むきたけ（露地栽培）／野生
きのこ
【山菜類】／タケノコ(野生 )／ゼンマイ(野
生 )／セリ(野生 )／ワラビ(野生 )／タラノ
メ(野生 )／ミズ(野生 )

市内河川を
含む水域

【内水面魚種】イワナ(磐井川、砂鉄川 )／ウ
グイ(支流含む北上川水系、大川 )／ヤマメ
(磐井川 )

県全域
【肉】牛（23年8月に制限を一部解除　※全
頭検査等で安全確認されたものを出荷）
【野生鳥獣肉】シカ肉／クマ肉／ヤマドリ肉

畦
けい

畔
はん

草などの野外焼却
自粛が解除されました

　営農に伴う畦
けいはん

畔草などの刈り草、

稲わら、籾がらや剪
せん

定
てい

枝など廃棄物

の野外焼却は、放射性物質の再飛散

を防ぐため、23年9月に自粛要請が

出ていました。

　3月5日、県は「野外焼却の影響評

価に関する委員会」の見解を受け、

野外焼却の自粛要請解除を示しま

した。今後は、営農上やむを得ない

草木などの廃棄物焼却が可能です。

　ただし、できるだけ焼却は控え、

行う場合は火災に注意し、周囲の環

境に配慮しましょう。

　詳しくは下記へ。

問本庁農政課☎㉑ 8427、本庁生活

環境課☎㉑ 8341、各支所産業経済

課または各支所市民課

1臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金を支給します

　消費税率の引き上げに伴って、給付金を

支給します。申請先は、26年1月1日時点
で住民票がある市町村です。本市の申請
受け付けは、7月を予定しています。
◇臨時福祉給付金…❶対象＝26年度市民
税（均等割）の課税がない人　※課税がない

人の扶養親族または生活保護の被保護者を除く

❷給付額＝1人につき1万円 (1回限り)　※
老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、児

童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者手当

の受給者は1万5000円

◇子育て世帯臨時特例給付金…❶対象＝

26年1月分の児童手当受給者　※前年の

所得が児童手当所得制限額を超える人を除く

❷対象児童＝26年1月分の児童手当対象の

児童　※臨時福祉給付金の対象者と生活保護受

給者を除く❸給付額＝対象児童1人につき

1万円(1回限り)

問本庁児童福祉課☎内8351

2

「一関・平泉定住自立圏共生ビジョン」を策定しました

　市は、平泉町と連携して定住を促進するため「一関・平泉定住自立圏共生ビジョン」
を策定しました。住み良い圏域づくりを目指して実施する23事業を掲載しています。
　両市町が連携し、「高齢者にやさしく子育てしやすい圏域」「歴史と文化が薫る圏
域」「世界と日本の多様な文化が出会う圏域」を目指します。
問本庁企画調整課☎㉑8641

3

市 役 所からのお知らせ

行政改革の主な取り組みと財政効果額 （　）内はプラン策定時の見込み額

改革項目 主な取り組み

効果額（単位：百万円）

23年度 24年度 25年度
（見込み）

3カ年
度合計

①協働によるまちづくりの推進 7
（0）

47
（0）

50
（0）

103
（0）

協働の推進
○市が事務局事務を担っている任
意団体などの廃止または事務局の
移管

7
（0）

47
（0）

50
（0）

103
（0）

②業務改革の推進 105
（87）

184
（163）

284
（216）

572
（466）

事務事業の再
編整理

○財務会計処理事務の見直し
○納税貯蓄組合への支援の見直し   
など

14
（6）

15
（10）

17
（10）

46
（25）

補助金などの
整理合理化

○補助金などの５％削減
○その他の見直しによる削減
○補助金・負担金の廃止

19
（19）

31
（35）

53
（45）

103
（99）

民間委託など
の推進

○介護サービス事業の見直し
○学校給食調理業務の委託　など

42
（43）

76
（69）

112
（107）

230
（219）

施設管理運営
の見直し

○施設の廃止
○保育園の統合
○小学校、学校給食センターの統
合　など

17
（6）

47
（33）

71
（37）

136
（77）

指定管理者制
度の導入

○指定管理者制度の導入（花夢パ
ル、藤沢地域のスポーツ施設）　な
ど

12
（13）

15
（16）

31
（18）

57
（47）

③人材育成の推進と組織体制の見直し
400
（406）

751
（481）

1,053
（673）

2,204
（1,560）

定員管理の適
正化など

○職員数の削減
○時間外勤務手当の縮減
○職員給与の見直し

400
（406）

751
（481）

1,053
（673）

2,204
（1,560）

④健全な財政運営の確保 163
（85）

256
（137）

326
（208）

745
（429）

経費の節減合
理化

○内部管理事務費の５％縮減
○公用車の廃止
○庁舎維持管理コストの削減　など

31
（11）

48
（19）

123
（27）

203
（58）

税等の徴収対
策の実施 ○市税、税外収入の収納率の向上 36

（21）
71
（21）

78
（21）

184
（62）

その他歳入確
保策

○遊休資産、宅地分譲地、工業団地
の売却
○広告掲載事業の実施   など

96
（53）

137
（97）

125
（160）

357
（310）

⑤職員削減の重複分（＊1） 85
（75）

194
（124）

309
（196）

588
（394）

効果額合計（①+②+③+④－⑤） 590
（503）

1,043
（657）

1,403
（901）

3,036
（2,061）

（＊1）民間委託などの推進や指定管理者制度の導入などによって削減された職員数の効果額
が重複して計上されていることから、それを差し引くものです
（注）100万円未満の数を四捨五入しているため、内訳と各計が一致しない場合があります

一関市行財政改革推進審議会
　市民15人で構成し、集中改革プ

ランの実施状況や行政改革の推
進について提言を行っています。

市民起点の行政
運営を目指して 財政効果額は 30 億 3 千万円

本
市
の
財
政
見
通
し
は
、
今
後
、

合
併
特
例
期
間
の
経
過
に
伴

い
、
交
付
税
の
算
定
の
特
例「
合
併
算

定
替
」
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
な

ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

市
は
、
23
年
度
に「
第
２
次
一
関
市

行
政
改
革
大
綱
」
と「
第
２
次
一
関
市

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
定
め
、
歳
入
、

歳
出
全
般
に
わ
た
っ
て
見
直
し
を
徹

底
、
着
実
に
行
政
改
革
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

23
〜
25
年
度
の
行
政
改
革
の
取

り
組
み
に
よ
る
財
政
効
果
額
は
、
集

中
改
革
プ
ラ
ン
策
定
時
の
見
込
み

額
を
９
億
７
５
０
０
万
円
上
回
る

30
億
３
６
０
０
万
円
に
な
る
見
込
み

で
す
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状

況
や
行
政
改
革
の
推
進
に
関
し
て
は
、

市
民
15
人
で
構
成
す
る「
一
関
市
行
財

政
改
革
推
進
審
議
会
」
か
ら
の
意
見

な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
引
き
続
き
、市
民
起
点
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

一関市行財政改革推進本部
　副市長を本部長とし、教育長、
各部長、各支所長などで構成。全
庁体制で行政改革の推進に取り

組んでいます。

　一関市教委は4月1日、臨時会を開き、
教育長に元県教委小中学校人事課長の小
菅正晴氏（57）を選任しました。3月31日
に任期途中で退任した藤堂隆則前教育長
の後任で、任期は2017年10月28日まで。
小菅教育長は東北大卒。南都田中校長、
中部教育事務所長、県教委義務教育課長
を務め、3月まで県教委小中学校人事課
長。千厩町出身。

　一関市議会は、3月13日に開かれた3
月定例会本会議で、31日に任期満了とな
る田代善久副市長（63）の再任に同意しま
した。任期は4月1日から4年間。田代副
市長は県立一関一高卒。1970年に旧一関
市職員となり、市町村合併後の一関市で
2006年4月総務部次長兼財政課長、08
年総務部長。10年4月1日副市長に就任。
五代町出身。

3/13 副市長に田代善久氏再任

教育長に小菅正晴氏4/1
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①最近撮影した写真（デジカメ画像可）②氏名（ふりがな）・性別③住所④生年月日⑤電話番号⑥父母の氏名⑦お子さんへのメッセージ（30 字程度）を記入して

応募してください＜応募先＞本庁市政情報課☎㉑ 8182／〒021-8501市政情報課広聴広報係／電子メール shiseijyoho@city.ichinoseki.iwate.jp

市 民 の
ひ ろ ば

I - S T Y L E 
S Q U A R E

●性格　素直

●好きなアーティスト　加藤ミリヤ

●趣味　絵、イラストを描くこと

●行ってみたいところ　ヨーロッパ　

千葉渓人くん（一関）

ちば・けいと
25年 8月21日生まれ

パ
パ剛敬さん・マ

マさとみさん 

舌を ペ ロッとあ の
キャラクター !?早く
一緒に釣りに行きた
いよ～☆ 

キッズ写真館
Kid's Photo Studio

佐藤翔斗くん（一関）

さとう・ひろと
25年12月7日生まれ
パ
パ健一さん・マ

マみどりさん

いつもニコニコ元気
な翔斗君☆沢山の笑
顔を見せてね！！

加藤工季くん（花泉）

かとう・こうき

 25年 9月19日生まれ

パ
パ大輔さん・マ

マ奈加さん

１日１日と風邪ひとつ
ひかずにスクスク成長
してる工季 !!パパとマ
マの宝物です★ 

笑顔で
Good!
your smile is wonderful.

鈴木瑠美さん
27歳　千厩町 　すずき・るみ

ずっと古里で暮らしたいです

　美容師の瑠美さんは、宮城県気仙沼市内の美

容室で働いています。母親の職業に憧れて選んだ

道。専門学校や職場で難しさを知る一方で、それ

以上に楽しさを実感。お客さまとのコミュニケー

ションを大切にして、お客さまの望むスタイルに仕

上げる日々に「やりがいがあります」ときっぱり。優

しい笑顔と確かな技術でお客さまをもてなします。

　休日はショッピングをしたり、家でのんびり過

ごしたりしてリフレッシュ。「気軽に歩ける古里

が好きです」と話す古里志向の瑠美さん。大好き

な古里での生活を満喫しながら将来に思いをは

せつつ「今は一生懸命働きます」と前を向きます。

　一関東中学校野球部は、新３年

生７人、新２年生７人の合計 14人

で活動しています。人数は多くあ

りませんが、毎日一人一人が目的

意識をもって練習に取り組んでい

ます。

　この冬場は、持久力、調整力、筋

力アップに取り組み、成果を実感

しているところです。

　「試合のように練習し、練習のよ

うに試合する」を合言葉にして練

習に集中しています。

　指導陣、保護者、地域の皆さんに

「優勝」という形で恩返しできるよ

うに、さらに頑張ります。

ふれーふれークラブ！
our club is doing it's best.

監督・顧問：杉下遼 ／ コーチ：渡邊克徳、古澤正明 ／
部長：佐藤航 ／ 主将：熊谷瑞稀 ／ 部員：14人

文・主将　熊谷瑞稀（3 年）

一関東中学校野球部

小梨公民館

夏ＰＡＬ交流の一幕。巣箱作りに挑戦する子供たち

公民館さ、ございん。
welcome to our public hall.

文・写真　小梨公民館

公民館単位に各地区を紹介します

〒029-0802
千厩町小梨字堂ヶ崎 30-5
☎ 0191・52・2496

vol.12

　

小
梨
公
民
館
は
、
市
役
所
千

厩
支
所
か
ら
南
東
に
５
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
建
物
は
１
９
９
１
年
に

建
て
替
え
、
体
育
館
も
備
え
て

い
て
、
生
涯
学
習
は
も
と
よ
り
、

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

拠
点
と
し
て
多
く
の
住
民
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
事
業
の
「
Ｐ
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ａ
Ｌ
交
流
事
業
」
は
、
今
年

で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
小
梨

地
区
と
東
京
都
世
田
谷
区
太
子

堂
地
区
と
の
相
互
交
流
事
業
と

し
て
85
（
昭
和
60
）
年
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。
春
Ｐ
Ａ
Ｌ
交
流
は

小
梨
地
区
の
子
供
た
ち
が
東
京

に
行
っ
て
４
泊
５
日
の
日
程
で

都
会
を
見
学
し
た
り
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
を
し
た
り
し
ま
す
。
夏
Ｐ
Ａ

Ｌ
交
流
は
世
田
谷
の
子
供
た
ち

が
小
梨
を
訪
れ
、
６
泊
７
日
の
日

程
で
キ
ャ
ン
プ
や
農
業
体
験
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

育
成
事
業
」
で
は
、
83
（
同
58
）

年
に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

「
ボ
ラ
ン
ペ
」
を
結
成
。
中
高
生

42
人（
３
月
末
現
在
）の
会
員
は
、

地
区
の
行
事
や
公
民
館
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
、
行
事
運
営

に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
公
民
館
事
業
は
▼
古
着

の
リ
メ
イ
ク
教
室
「
リ
フ
ォ
ー
ム

コ
ー
ス
」
▼
風
景
や
花
の
写
真
を

撮
る
「
デ
ジ
カ
メ
写
真
コ
ー
ス
」

▼
本
の
読
み
聞
か
せ
や
季
節
の

行
事
を
取
り
入
れ
た
「
学
び
の
土

曜
塾
」
▼
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
小
梨
子
ど
も
教
室
」
▼
小
梨
地

区
民
祭
▼
高
齢
者
の
元
気
づ
く

り
事
業
「
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
視
察
研
修
・
カ
ル
タ
大
会
」

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
梨
自
治
振
興
協
議

会
と
連
携
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
先
進
地
視
察
研
修
、
地
域
づ

く
り
講
演
会
な
ど
の
事
業
を
行

い
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
特
徴
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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願
い
込
め

袋
奪
い
合
う

　
「
ジ
ャ
ッ
ソ
ー
」
の
掛
け
声

が
静
か
な
山
里
に
響
き
渡
る
。

裸
男
た
ち
が
、
護ご

符ふ

の
入
っ
た

麻
袋
を
奪
い
合
う
。

　

藤
沢
町
保
呂
羽
の
長

ち
ょ
う

徳と
く

寺じ

（
渋
谷
真ま

さ

之ゆ
き

住
職
）
で
３
月
２

日
、
不
動
明
王
の
鎮
座
１
２
０

年
を
記
念
し
て
蘇
民
祭
が
行
わ

れ
、
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
、

震
災
復
興
な
ど
を
願
っ
た
。

　

奥
州
市
の
黒
石
寺
や
花
巻
市

の
胡こ

四し

王お
う

神
社
の
各
蘇
民
祭
の

保
存
団
体
の
協
力
を
得
て
行
わ

れ
た
蘇
民
袋
争
奪
戦
（
袋
ね
じ

り
）
に
は
、
地
元
の
ほ
か
東
京

や
京
都
な
ど
か
ら
46
人
が
参

加
。
下
帯
姿
の
男
た
ち
は
、
体

を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
境
内
を

巡
っ
て
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
、

寺
か
ら
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル

下
っ
た
雪
深
い
田
ん
ぼ
で
決
着

が
付
い
た
。

　

取
主
は
奥
州
市
水
沢
区
の
石

川
光み

つ

夫お

さ
ん（
36
）。黒
石
寺
蘇

民
祭
の
取
主
で
も
あ
る
石
川
さ

ん
は「
１
２
０
年
の
節
目
に
取

主
に
な
り
、う
れ
し
い
」と
に
っ

こ
り
。準
取
主
の
畠
山
真ま

こ
と

さ
ん

（
35
）＝
紫
波
町
＝
は「
小
さ
い

集
落
な
の
に
、
こ
ん
な
に
大
勢

の
人
で
盛
り
上
っ
て
す
ご
い
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
込
め
る
。３
位
の
畠

山
克か

つ

宏ひ
ろ

さ
ん（
45
）＝
藤
沢
町
＝

は
主
催
し
た
同
寺
不
動
尊
精
進

講
本
部
青
年
部
長
。「
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
、
こ
の
日
を
迎

え
ら
れ
た
」と
感
謝
し
、「
少
子

藤
沢
・
長
徳
寺「
蘇
民
祭
」

高
齢
化
が
進
む
中
、他
の
地
域

の
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
で

保
呂
羽
を
元
気
に
し
て
い
き
た

い
」と
前
を
見
る
。

　

実
家
の
母
親
か
ら
誘
わ
れ
て

宮
城
県
名
取
市
か
ら
訪
れ
た
齊

藤
外そ

と

二じ

さ
ん（
64
）、
あ
き
子
さ

ん（
59
）
夫
妻
は「
蘇
民
祭
復

活
は
聞
い
て
い
た
。
す
ご
い
熱

気
で
迫
力
が
あ
っ
た
。
春
に
向

け
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
い
う

元
気
を
も
ら
っ
た
」
と
話
し
て

い
た
。

　

蘇
民
祭
は
、
花
泉
町
油
島
の

満ま
ん
し
ょ
う
じ

昌
寺
か
ら
不
動
尊
を
譲
り
受

け
た
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年

に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
今
年

は
鎮
座
１
２
０
年
を
記
念
し

て
、
不
動
明
王
胎
内
秘
仏
が
50

年
ぶ
り
に
開
帳
さ
れ
た
。
同
日

は
、
花
泉
町
油
島
の「
餅
つ
き

隊
」
も
駆
け
つ
け
、
約
６
升
の

餅
を
つ
い
て
振
る
舞
っ
た
。

　

渋
谷
住
職
は「
１
２
０
年
祭

を
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
皆
さ

ん
の
思
い
が
一
つ
に
な
っ
た
。

す
ご
い
パ
ワ
ー
だ
」
と
ね
ぎ
ら

う
。
同
寺
不
動
尊
精
進
講
本
部

の
伊
藤
初は

つ

男お

本
部
長
は「
祭
の

な
い
と
こ
ろ
に
に
ぎ
わ
い
は
な

い
。
に
ぎ
わ
い
が
な
い
と
こ
ろ

に
発
展
は
な
い
」と
言
い
切
り
、

「
連
帯
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
今
、
老
若
男
女
が
互
い
に

助
け
合
い
な
が
ら
祭
を
成
功
さ

せ
た
。
今
後
も
地
域
お
こ
し
に

つ
な
が
る
よ
う
な
祭
を
続
け
た

い
」
と
来
年
を
見
据
え
る
。

　

同
寺
は
、
日
常
的
に
保
呂
羽

地
区
民
が
出
入
り
す
る
よ
り

ど
こ
ろ
。
寺
を
拠
点
に
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

お
り
、
本
堂
に
は
地
元
の
女
性

た
ち
が
手
作
り
し
た「
つ
る
し

雛び
な

」
が
飾
ら
れ
、
祭
に
彩
り
を

添
え
た
。　

1,5,6,7_鬼子が本堂に戻ると、袋出しと呼ばれ

る男たち数人が蘇民袋を抱えて外へ出て、いよ

いよ争奪戦が始まる。小間木と呼ばれる疫病の

護符が入った蘇民袋が小刀で裂かれ、中の小
間木がこぼれ落ちる。集った男女はその小間木
を拾ってお守りとする。裸の男たちはさらに空に

なった袋の争奪戦を繰り広げ、境内の外になだ

れ出る。激しい取り合いは寺から500㍍下った田
んぼで決着。袋の首の部分を握っていた石川光
夫さんが今年の取主になった

2_雉子川で体を浄める「水垢離」（みずごり）
3_鬼面を逆さに背負った鬼子（数え7つの

児童）が行列をなし、本堂に入る「鬼子登り」
4_柴、たきつけ、ごま殻、塩を持った行列
が腰をかがめて進む。井桁に積み上げられ

た焚場（たきば）に点火。その上で裸男たち

が浄火を浴びる「柴燈木（ひたき）登り」

9_花泉町油島の餅つき隊が６
升の餅をついて振る舞った

10_本堂に飾られた地元女性た

ちの手作りによるつるし飾り

8_蘇民袋争奪戦に参加した男たち。前列左から３
位に入った地元藤沢町の畠山克宏さん、取主となっ

た奥州市の石川光夫さん、準取主の畠山真さんは

紫波町から参加

11_長徳寺の渋谷真之住職
12_長徳寺不動尊精進講本部
の伊藤初男本部長
13_名取市から訪れた齊藤外二
さんとあき子さん

1

4 3 26
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5
7

9
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一
関
の四季彩
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希
望
の
明
日
へ

恐
怖
に
お
び
え
、
悲
し
み
に
暮
れ
た
３
・
11
か
ら
３
年

被
災
地
へ
の
思
い
や
震
災
へ
の
意
識
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る

復
興
を
合
言
葉
に
重
ね
て
き
た
１
０
９
６
日
の
月
日
を
ど
う
捉
え
る
の
か

そ
し
て
今
、
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
な
の
か

も
う
一
度
あ
の
日
を
思
い
出
し
、
共
に
明
日
を
考
え
た
い

―

復
興
は
全
て
の
人
の
願
い
で
あ
り
、
再

建
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
街
の
景
観
が
戻
っ
て

も
、
そ
こ
に
働
く
場
が
な
け
れ
ば
暮
ら
し

は
成
り
立
た
な
い
。
人
が
集
わ
な
け
れ
ば

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
取
り
戻
せ
な
い
。
復
興

と
は
、「
街
の
再
生
」
だ
け
で
な
く「
産
業

の
再
生
」「
文
化
の
再
生
」、
そ
し
て「
暮
ら

し
の
再
生
」
で
あ
る
。
そ
の
根
底
に
は「
心

の
再
生
」
が
不
可
欠
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
同
時
広
域

的
に
発
生
す
る
大
規
模
災
害
が
起
き
た
場

合
、
消
防
や
行
政
だ
け
の
力
で
広
い
市
域

を
守
っ
た
り
、
多
く
の
人
を
助
け
た
り
す

る
に
は
限
界
が
あ
る
。
被
害
が
大
き
い
場

合
、
支
援
の
手
が
届
く
ま
で
数
日
程
度
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
ま
で
１
週
間
以
上
か

か
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
自
主

防
災
組
織
だ
。
民
区
や
自
治
会
を
単
位
に

組
織
さ
れ
、
地
域
に
精
通
し
た
人
た
ち
が

「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
を
合
言
葉
に

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
く
活
動
す
る
。

　

防
災
の
第
一
歩
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

再
生
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ま
ち

や
集
落
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、
人

あ
っ
て
の
ま
ち
、
そ
し
て
経
済
な
の
で
あ

る
。
自
然
と
の
関
わ
り
を
尊
重
す
る
ま
ち
、

人
々
の
心
が
し
っ
か
り
結
ば
れ
た
ま
ち
、

歴
史
や
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
が
、
ひ
い
て

は
災
害
に
強
い「
真
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」

を
形
成
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。

３
・
11
は
、
今
後
の
進
む
べ
き
道
を
考
え

る
日
で
も
あ
る
。
市
は
昨
年
、３
月
11

日
を「
と
な
り
き
ん
じ
ょ
防
災
会
議
の
日
」

に
制
定
し
た
。
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
、
教
訓
を
語
り
継
ぐ
た
め
に
、
家

庭
、
職
場
や
地
域
で
身
近
な
人
と
語
り
合

う
日
だ
。
あ
の
日
、
何
が
起
き
た
の
か
を
振

り
返
る
。
何
が
で
き
て
、
何
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
を
検
証
す
る
。
そ
れ
ら
を
教
訓
に
、

家
庭
で
、地
域
で
、防
災
力
を
高
め
よ
う
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
、
雇
用
の
確
保
な
ど
、
被

災
地
の
課
題
は
地
方
の
自
治
体
が
抱
え
る

課
題
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
復
興
の
行
方
は
、
被
災
地
だ
け
で

な
く
、
地
方
の
明
日
を
映
し
出
し
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

震
災
で
多
く
の
尊
い
命
や
大
切
な
財
産

が
奪
い
去
ら
れ
、
豊
か
さ
の
指
標
は

変
わ
っ
た
。
だ
が
、
決
し
て
奪
わ
れ
な
か
っ

た
も
の
が
あ
る
。
や
さ
し
さ
、
感
謝
、
そ
し

て
愛
だ
。
寄
り
添
い
、
支
え
合
い
、
助
け

合
っ
て
暮
ら
す
安
心
感
は
、
今
も
、
昔
も
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
古
里
の「
宝
」
だ
。

　

あ
の
日
か
ら
３
年
。
私
た
ち
は
今
、
あ
ら

た
め
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
お
互
い

さ
ま
の
あ
り
が
た
さ
な
ど
、
普
段
忘
れ
が

ち
な「
縁
」
や「
絆
」
の
大
切
さ
を
認
識
し

て
い
る
。

　

あ
な
た
の
言
葉
が
誰
か
の
笑
顔
に

　

あ
な
た
の
行
動
が
誰
か
の
勇
気
に

　

自
分
の
こ
と
は
後
回
し
で
被
災
地
を
支

え
、
共
に
歩
い
て
き
た
一
人
一
人
の
行
動
こ

そ
、
震
災
と
い
う
絶
望
を
未
来
と
い
う
希

望
に
変
え
て
い
く
チ
カ
ラ
の
源
。
復
興
を

加
速
さ
せ
る
の
は
、
あ
な
た
の
一
歩
だ
。

特
集　

震
災
３
年
目
の
誓
い
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1_セントラルハイランズ市（以下、セ市）で行
われたたこ揚げ／ 2_セ市から送られたたこに

メッセージを書き込む児童たち／ 3_大空に

たこを揚げる参加者たち

　「防災フォーラム」（市・NPO法
人防災サポートいちのせき主催）は

3月9日、川崎公民館で開かれ、市民
や消防・防災関係者約150人が防災
力向上と自主防災組織活動の在り方
について考えた。
　あいさつに立った平野和彦市消
防本部消防長は、市が昨年制定した

「となりきんじょ防災会議の日」を紹
介しながら「震災の記憶を風化させ

ないために、震災の教訓や被災体験
を語り継ぐために、家庭や地域で話
し合ってほしい」と呼び掛けた。
　フォーラムでは、盛岡地方気象台
の阿部秀俊次長が講演。阿部次長は

昨年８月に新設された特別警報に触
れ、「特別警報が発表されるというこ

とは非常事態であるということ。発

表されてから避難するのでは遅い。
早めの行動や対応で尊い命を守っ

てほしい」と訴えた。
　報告では、コミュニティ強化事業
実施本部の千葉政弘本部長が「地域
団体が連携した防災への取り組み」
と題して発表。中里地区の３つの自
主防災クラブの合同訓練などを紹介
した。

防災力向上と自主防活動
の在り方を考える

防災フォーラム

　「豪州姉妹都市との同時たこ揚げ震
災復興プロジェクト」は3月9日、藤
沢スポーツプラザと藤沢公民館駐車
場で行われ、市内の小中学生と保護者
ら約130人が震災復興の願いを込めて

手作りたこを空高く揚げた。

同じ空の下、復興の願いと絆を乗せて

豪州姉妹都市との
同時たこ揚げ震災復興プロジェクト

　同プロジェクトは、2011年に洪水被
害を受けた国際姉妹都市オーストラリ

ア・セントラルハイランズ市と東日本
大震災で被害を受けた本市が、互いの

復興を願いながら両市の絆を深めよう

と市と藤沢町国際交流協会（高橋義太
郎会長）が企画。両市の小中学生が復
興の願いを込めながら文字や絵を書い

た100枚のたこをそれぞれ交換した。
同日は、参加者のメッセージを加筆し

て、日本時間10時にたこ揚げを開始。
同じ空の下、両市の願いを風に乗せた。
　藤沢小１年の畠山友

ゆ

良
ら

さんは「たこ

揚げは難しかったけど、楽しかった。
来年も参加したい」と笑顔を見せた。

1_約150人が防災力向上と自
主防災組織活動の在り方につ

いて考えた防災フォーラム

2_講演する盛岡地方気象台の

阿部秀俊次長

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

1

2

3

2

1

震
災
を
「
運
命
」
と
し
て
、

過
去
の
出
来
事
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

教
訓
と
し
て
、

未
来
へ
生
か
す
こ
と
が
私
た
ち
の
「
使
命
」
だ
。

今
、
あ
ら
た
め
て
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
。

そ
れ
が
、
明
日
へ
の
道
標
と
な
る
。

内
陸
の
祈
り
と
思
い
を

夢
あ
か
り
に

　

冷
た
い
夜
に
、
暗
闇
を
夢
あ
か
り

が
ほ
っ
こ
り
と
照
ら
す
。「
３
月
11
日

追
悼　

夢
あ
か
り
一
関
」（
同
実
行
委

員
会
主
催
）
は
３
月
11
日
、
市
役
所

前
の
噴
水
広
場
で
行
わ
れ
、
市
内
外

か
ら
参
加
し
た
約
３
５
０
人
が
震
災

で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
冥
福
を
祈

り
、
被
災
地
の
早
期
復
興
を
願
っ
た
。

　

同
日
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

被
災
し
た
神
戸
市
か
ら
分
灯
さ
れ
た

「
神
戸
希
望
の
灯あ

か

り
」
を
約
二
百
本
の

竹
筒
一
本
一
本
に
点
灯
。
実
行
委
員

会
の
小
岩
登と

志し

子こ

代
表（
71
）
は「
内

陸
の
祈
り
を
、
私
た
ち
の
思
い
を
届

け
ま
し
ょ
う
」
と
語
り
、
全
員
で
東
に

向
か
っ
て
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

同
日
は
平
泉
学
童
保
育「
す
ぎ
の

こ
ク
ラ
ブ
」
の
児
童
と
一
関
修
紅
高

音
楽
部
の
生
徒
が
復
興
支
援
ソ
ン
グ

を
合
唱
し
た
ほ
か
、
千
厩
町
の
津
田

幸ゆ
き

男お

さ
ん（
64
）
が
オ
カ
リ
ナ
を
演
奏

し
て
人
々
の
心
を
癒
や
し
た
。

　

参
加
者
は「
希
望
」「
絆
」「
幸
」
と

書
か
れ
た
夢
あ
か
り
を
、
時
間
い
っ

ぱ
い
ま
で
見
つ
め
て
い
た
。

3
月
11
日

追
悼 

夢
あ
か
り

3/9

3/11

3/9

●
市
内
の
取
り
組
み
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用
者
の
安
全
確
保
が
最
優
先
」
で
す
。

災
害
時
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
み
ん

な
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。
冷
静
な
判

断
と
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
訓

練
を
重
ね
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

―
災
害
時
の
行
動
や
対
応
な
ど
を
、
家

族
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
か
。

寿
行　

震
災
直
後
に
避
難
場
所
や
避
難

経
路
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
で

も
、
時
間
が
た
つ
と
、
当
時
の
記
憶
や

災
害
に
対
す
る
意
識
が
薄
れ
、
最
近
は

話
し
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

暁　

結
埜
は
幼
か
っ
た
の
で
、「
地
震

が
怖
か
っ
た
」こ
と
は
覚
え
て
い
て
も
、

当
時
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
年
１
回
で
も
、
当
時
を
振
り
返
っ

た
り
、
災
害
時
の
行
動
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

と
み
子　

地
震
直
後
、
孫
た
ち
は
、
小

さ
な
揺
れ
に
も
過
敏
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
今
は
、
地
震
に
慣
れ
て
怖
が
る
こ
と

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
は

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
揺
れ
で

も
、
絶
対
に
油
断
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
教
え
た
い
で
す
。

忠
一　

自
主
防
災
組
織
が
で
き
て
、
防

災
資
機
材
が
整
備
さ
れ
た
の
で
、
ぜ
ひ

訓
練
を
し
た
い
で
す
。
災
害
時
に
は
、

わ
が
家
だ
け
で
な
く
、
隣
近
所
や
地
域

の
中
で
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

と
み
子　

農
家
な
の
で
、
食
料
に
は
困

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
、
ガ
ス
に
被

害
は
な
か
っ
た
の
で
調
理
も
で
き
ま
し

た
。
た
だ
、
断
水
で
水
が
不
足
し
ま
し

た
ね
。
反
射
式
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を

と
り
、
ろ
う
そ
く
で
明
か
り
を
と
り
ま

し
た
。

寿
行　

水
道
も
電
気
も
復
旧
ま
で
１
週

間
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。
普
段
の
あ
り

が
た
さ
が
身
に
染
み
ま
し
た
。

暁　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
通
信

機
器
も
使
え
な
く
て
、
本
当
に
不
便
で

し
た
。

―
家
族
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

暁　

子
供
た
ち
は
、
地
震
が
起
き
る
度

に
津
波
を
心
配
を
し
て
い
ま
す
。
き
っ

と
、
テ
レ
ビ
の
映
像
が
頭
か
ら
離
れ
な

い
の
で
し
ょ
う
。

―
訓
練
は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

千
寿　

毎
月
、
小
学
校
で
地
震
や
火
事

な
ど
の
避
難
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

暁　

３
月
11
日
に
は
、
予
告
な
し
で
訓

練
が
行
わ
れ
た
よ
ね
。

千
寿　

う
ん
。
地
震
の
避
難
訓
練
だ
っ

た
。
授
業
中
、「
大
き
な
地
震
が
来
る
の

で
、
机
の
下
に
隠
れ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
放
送
が
あ
り
、
急
い
で
机
の
下
に

も
ぐ
り
ま
し
た
。
怖
が
っ
て
泣
い
て
い

る
人
も
い
ま
し
た
。

暁　

職
場
で
は
年
２
回
、
避
難
訓
練
を

し
て
い
ま
す
。
普
段
も
非
常
時
も「
利

語
り
継
ぎ
、話
し
合
う

家
庭
で
、
隣
近
所
で
、
職
場
で
、
地
域
で

い
ざ
と
い
う
時
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
話
し
合
お
う
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
体
験
を
語
り
継
ぎ
、

そ
れ
を
教
訓
に
災
害
時
の
行
動
や
備
え
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
っ
た
市
内
滝
沢
の
蜂
谷
忠
一
さ
ん
家
族
を
取
材
し
た
。

た
と
か
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
い
う

話
は
聞
き
ま
し
た
が
、
建
物
倒
壊
な
ど

の
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
学
校
や
職
場
で
震
災
の
影
響
は
あ
り

ま
し
た
か
。

寿
行　

卒
業
式
や
入
学
式
は
予
定
通
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
結
埜
は
ち
ょ
う
ど
卒

園
と
入
学
で
し
た
。
停
電
中
で
、
ど
ち

ら
も
照
明
や
暖
房
器
具
が
使
え
な
い
中

で
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
み
子　

地
震
が
理
由
で
休
校
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

寿
行　

道
路
被
害
や
燃
料
不
足
で
商

品
の
入
荷
が
滞
り
ま
し
た
。
通
勤
も
大

変
で
し
た
。
燃
料
を
節
約
す
る
た
め
に

同
僚
と
途
中
で
待
ち
合
わ
せ
、
乗
り
合

い
で
行
き
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
が
手
に

入
っ
た
時
は
、
み
ん
な
で
５
リ
ッ
ト
ル

ず
つ
分
け
合
い
ま
し
た
。

暁　

施
設
の
職
員
は
、
24
時
間
体
制
で

利
用
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
停
電
、

断
水
の
中
で
の
ケ
ア
は
壮
絶
で
し
た
。

―
震
災
直
後
、
一
番
苦
労
し
た
こ
と
は

何
で
す
か
。

忠
一　

当
時
、
民
生
委
員
だ
っ
た
私

は
、
地
区
内
の
安
否
確
認
を
し
ま
し

た
。
９
区
は
１
０
６
世
帯
で
す
。
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も
あ
る

の
で
心
配
し
ま
し
た
。
崖
崩
れ
で
道
路

は
通
れ
な
い
、
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
て
車

で
回
れ
な
い
な
ど
苦
労
し
ま
し
た
。
ス

タ
ン
ド
に
並
ん
で
も
、
ガ
ソ
リ
ン
を
買

―
３
年
前
の
３
月
11
日
に
地
震
が
起
き

た
と
き
は
ど
こ
に
い
ま
し
た
か
。
強
い

揺
れ
を
感
じ
、
何
を
し
ま
し
た
か
。

千
寿　

教
室
に
い
ま
し
た
。
先
生
の
指

示
で
、
机
の
下
に
隠
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
全
校
で
校
庭
に
避
難
し
ま
し
た
。

寿
行　

金
ケ
崎
町
の
会
社
事
務
所
で
被

災
し
ま
し
た
。
机
の
上
に
あ
っ
た
書
類

が
床
に
落
ち
始
め
た
の
で
、
同
僚
と
駐

車
場
に
避
難
し
ま
し
た
。

暁　

勤
務
す
る
平
泉
町
の
介
護
老
人
保

健
施
設
で
す
。
ま
ず
、
利
用
者
を
玄
関

ま
で
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
停
電
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
止
ま
っ
た
の
で
、２
階
か
ら

30
人
を
車
椅
子
ご
と
運
び
ま
し
た
。
玄

関
で
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

結
埜　

友
達
の
家
に
い
ま
し
た
。
友
達

の
家
族
と
一
緒
に
外
に
逃
げ
ま
し
た
。

と
み
子　

お
じ
い
さ
ん
と
家
に
い
ま
し

た
。
私
は
こ
た
つ
に
も
ぐ
り
ま
し
た
。

揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
孫
た
ち
を
迎
え

に
行
き
ま
し
た
。
怖
か
っ
た
ね
。

千
寿
・
結
埜　

う
ん
。

―
自
宅
に
被
害
は
あ
り
ま
し
た
か
。

と
み
子　

３
月
11
日
の
地
震
で
は
、
家

の
壁
が
崩
れ
ま
し
た
。
物
が
倒
れ
た

り
、
散
乱
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
４
月
７
日
の
余
震
で

は
、
障
子
や
ふ
す
ま
が
外
れ
ま
し
た
。

停
電
で
片
付
け
が
大
変
で
し
た
。

忠
一　

こ
の
辺
り
は
、
地
盤
が
し
っ
か
り

し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
割
れ

難
経
路
を
実
際
に
歩
い
て
教
え
る
こ
と

が
大
事
だ
。

　

大
き
な
災
害
が
起
き
る
と
、
電
話
会

社
が
発
信
を
規
制
す
る
こ
と
が
あ
る
。

安
否
確
認
が
殺
到
し
て
交
換
機
が
パ
ン

ク
状
態
に
な
る
た
め
だ
。
自
宅
に
避
難

先
な
ど
を
書
い
た
張
り
紙
を
し
て
互
い

の
安
否
を
確
認
す
る
な
ど
、
家
族
で
連

絡
を
取
り
合
う
方
法
を
決
め
て
お
こ

う
。
被
災
地
か
ら
離
れ
た
親
戚
や
友
人

な
ど
を
緊
急
連
絡
先
に
し
て
、
確
認
し

合
う
方
法
も
あ
る
。

　

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
も
欠
か
せ

な
い
。
飲
料
水
、
非
常
食
品
、
懐
中
電

灯
、
ラ
ジ
オ
、
応
急
医
薬
品
な
ど
を
非

常
持
ち
出
し
袋
に
入
れ
た
り
、
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
た
り
し
て
、
定
期
的

に
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

　
「
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
し
か

し
、
い
つ
か
は
必
ず
起
こ
る
」
そ
れ
が
自

然
災
害
だ
。

　

地
震
や
台
風
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、「
備
え
」
が
あ
れ
ば
尊
い

命
を
守
っ
た
り
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
普

段
か
ら
災
害
時
の
行
動
や
対
応
に
つ
い

て
家
族
で
話
し
合
お
う
。
特
に
平
日
の

昼
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
場
所
で
被
災

す
る
こ
と
が
多
い
。「
ど
こ
に
避
難
す
る

か
」「
ど
こ
で
落
ち
合
う
か
」
な
ど
も
確

認
し
て
お
こ
う
。

　

小
さ
い
子
供
の
い
る
家
庭
で
は
、
地

区
内
の
安
全
な
場
所
と
危
険
な
箇
所
を

教
え
よ
う
。
普
段
通
っ
て
い
る
道
路
も
、

災
害
時
に
は
が
け
崩
れ
な
ど
で
通
行
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
。
複
数
の
避

Profile　滝沢で農業を営む蜂谷忠
ちゅう

一
いち

さん（70）。妻とみ

子さん（66）、青果市場で働く長男寿
とし

行
ゆき

さん（40）、介護
老人保健施設に勤務する長男妻の暁

あき

さん（38）、滝沢小
に通う孫の千

せん

寿
じゅ

君（5年）と結
ゆい

埜
の

さん（3年）の6人家族

●
家
庭
の
防
災
教
育

防災マップを囲み、避難場所や避難経路を確認する蜂谷さん家族
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や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
は
で

き
る
。市
民
が
い
ち
早
く
除
染
に

取
り
組
ん
だ「
住
民
力
」を
ア
ピ
ー

ル
で
き
れ
ば
、一
関
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

　

自
治
会
運
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
は「
集
い
力
」。
縁
あ
っ
て
同

じ
地
区
に
暮
ら
す
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
男
女
が
集
い
、
絆
を
深
め
る
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
二

つ
目
は「
共
感
力
」。
共
感
す
る
自

治
会
員
を
増
や
し
た
い
。
人
は
、

誰
か
の
活
動
に
胸
を
打
た
れ
た

藤
沢
町
の
自
治
会
活
動
や
大
東

町
京
津
畑
地
区
の
地
域
づ
く

り
が
理
想
だ
。
中
で
も
、
京
津
畑

の
人
た
ち
の
す
ご
さ
は
、
楽
し
く

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。
み
ん
な

で
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
る
か

ら
、
継
続
で
き
る
の
だ
と
思
う
。

　

昨
夏
、一
関
市
を
含
む
北
上
高

地（
山
地
）が
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）の
国
内
建
設
候
補

地
に
選
ば
れ
た
。私
た
ち
は
、Ｉ
Ｌ

Ｃ
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
研
究

は
で
き
な
い
が
、研
究
者
が
住
み

り
、
誰
か
の
言
葉
に
心
を
動
か
さ

れ
た
り
、
感
動
に
よ
っ
て
行
動
す

る
生
き
物
だ
。
共
感
力
を
高
め
る

こ
と
が「
行
動
力
」
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
る

今
、「
限
界
」
に
な
る
前
に
、
再
生

に
向
け
た
知
恵
を
絞
り
、
手
を
打

つ
こ
と
が
大
事
だ
。
そ
の
主
役
こ

そ「
自
治
会
」。
わ
が
家
は
も
ち
ろ

ん
、
よ
そ
の
家
に
も
お
せ
っ
か
い

を
や
く
関
係
を
築
き
た
い
。

　

勝
部
修
市
長
は「
住
民
起
点
」

を
行
動
の
基
本
に
掲
げ
て
い
る
。

相
手
と
同
じ
位
置
に
立
っ
て
物
事

を
考
え
、
行
動
す
る
と
い
う
意
味

な
そ
う
だ
が
、
市
職
員
だ
け
で
な

く
、
私
た
ち
住
民
に
も
そ
の
考
え

が
必
要
で
は
な
い
か
。

私
た
ち
は
こ
こ
で
生
ま
れ
た
。

こ
こ
に
生
き
て
い
る
。

　

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
だ
か
ら
と
、

生
活
の
場
所
を
変
え
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
場
所
を
変
え
る
の
で

は
な
く
、
人
が
変
わ
る
の
だ
。
人

が
動
く
の
だ
。
除
染
は
難
し
く
な

い
。
危
険
な
作
業
で
も
な
い
。
や

ろ
う
と
い
う
意
識
さ
え
あ
れ
ば
、

「集い力」「共感力」が「行動力」につながる
課題解決の突破口は地域の中にある

取
り
除
い
た
り
、
表
土
を
除
去
し
た
り
し

た
。
20
日
に
市
職
員
か
ら
除
染
方
法
の
指

導
を
受
け
た
花
貫
自
治
会
は
、
自
治
会
員

約
30
人
が
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
24
カ

所
を
除
染
。
表
土
除
去
、
天
地
返
し
、
覆

土
な
ど
の
作
業
を
行
っ
た
。
花
貫
自
治
会

の
金
野
会
長
は「
自
ら
で
き
る
こ
と
は
実

践
し
、
地
区
民
の
安
全
と
健
康
を
守
り
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

除
染
で
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　

両
自
治
会
と
も
除
染
へ
の
住
民
参
加
は

良
好
だ
っ
た
。
小
田
梅
田
自
治
会
の
柴
田

会
長
は「
地
域
を
守
り
た
い
、
子
供
た
ち

の
健
康
を
守
り
た
い
と
い
う
強
い
使
命
感

を
感
じ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

都
市
化
が
進
む
小
田
梅
田
自
治
会
は
、

古
く
か
ら
こ
の
地
に
生
き
る
住
民
と
Ｕ
Ｊ

Ｉ
タ
ー
ン
者
が
共
存
す
る
独
特
な
地
域
。

近
年
、
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
者
は
固
定

化
し
つ
つ
あ
り
、
参
加
・
不
参
加
の
二
分

化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。
多
く
の
人
が

参
加
す
る
自
治
会
活
動
を
模
索
し
て
い
た

自
ら
地
域
を
守
る
自
治
会
除
染

　

国
か
ら「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
」

の
指
定
を
受
け
た
一
関
市
で
は
、
自
治
会

や
個
人
が
自
ら
除
染
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
市
は
、
２
０
１
２
年
春
か
ら
学
校

な
ど
の
教
育
施
設
や
公
共
施
設
の
除
染
を

行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
国
の
除
染
基
準

で
あ
る
毎
時
０
・
23
マ
イ

ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト（
高

さ
１
㍍
）
以
上
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
は
市

内
に
６
１
３
７
カ
所
も
あ
り
、
市
は
、
自

治
会
や
市
民
に
協
力
を
呼
び
掛
け
、
協
働

で
除
染
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
千
厩
町
の
小
田
梅
田
自
治
会

（
柴
田
律の

り

夫お

会
長
、
１
０
４
世
帯
）
と
花
貫

自
治
会
（
金
野
良り

ょ
う

悦え
つ

会
長
、
63
世
帯
）
は
、

市
内
で
最
も
早
い
昨
年
11
月
23
日
に
除
染

を
行
っ
た
。
35
カ
所
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

が
確
認
さ
れ
た
小
田
梅
田
自
治
会
は
、
一

人
暮
ら
し
や
高
齢
世
帯
が
多
い
こ
と
か
ら

自
治
会
で
除
染
す
る
こ
と
を
決
定
。
市
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
た
住
民
約
20
人
は
、

線
量
計
で
数
値
を
確
認
後
、
市
が
貸
し
出

し
た
用
具
で
住
宅
軒
下
の
側
溝
土
砂
を

柴
田
会
長
は
、
千
厩
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
自
治
会
運
営
の
課
題

と
問
題
点
を
検
証
。
今
後
の
方
向
性
を
見

い
出
し
た
。

　
「
除
染
を
は
じ
め
参
加
率
の
高
い
活
動

に
共
通
し
て
い
た
こ
と
は
充
実
感
。
安
全

を
確
保
し
た
、
き
れ
い
に
な
っ
た
な
ど
の

成
果
に
対
す
る
充
実
感
だ
け
で
な
く
、
内

面
的
な
喜
び
が
大
き
い
」
と
語
る
。

自
治
会
内
で
連
鎖
す
る
感
謝
の
心

　

同
自
治
会
に
は
雇
用
促
進
住
宅
が
あ

り
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
人
た
ち

が
暮
ら
し
て
い
る
。
自
治
会
と
被
災
者
が
一

体
と
な
っ
て
草
刈
り
作
業
に
汗
を
流
し
、
そ

の
後
の
ミ
ニ
運
動
会
や
芋
煮
会
な
ど
で
相

互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
自
治
会
の
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る「
縁

え
に
し

と
絆
」
を
深
め
て
い
る
。 

　

柴
田
会
長
は「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。

ま
た
や
り
た
い
」
と
思
え
る
地
域
住
民
に

寄
り
添
っ
た
活
動
が
重
要
と
考
え
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
企
画
し
た
京
都
女
子
大
の
先
生

に
よ
る
料
理
教
室
を
開
催
。
塩
分
控
え
め

「
除
染
」機
に
地
域
再
生

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
―
。
使
命
感
に
燃
え
、
立
ち
上
が
っ
た
人
た
ち
が
い
る
。

除
染
作
業
に
よ
っ
て
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
結
束
、

停
滞
し
て
い
た
自
治
会
活
動
が
再
び
動
き
出
し
た
。

明
日
に
で
も
で
き
る
。「
う
ち
に

は
子
供
が
い
な
い
、
孫
が
い
な
い

か
ら
関
係
な
い
」
で
は
な
く
、
同

じ
地
域
で
暮
ら
す「
縁え

に
し

」
を
深
め
、

共
に
生
き
て
い
く「
絆
」
を
強
く

し
て
、
互
い
に
支
え
合
う
地
域
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
相
手
と
同
じ

位
置
に
わ
が
身
を
置
い
て
物
事
を

考
え
る
こ
と
が
基
本
だ
。
そ
れ
が

「
集
い
力
」
や「
共
感
力
」
を
生
み

出
し
、
地
域
の
課
題
や
問
題
を
解

決
す
る「
行
動
力
」へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
。

　

５
月
ご
ろ
を「
除
染
強
化
月
間
」

な
ど
と
位
置
付
け
、
全
市
で
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。
す
ぐ
に
結
果

は
出
な
く
て
も
、
そ
う
い
う
努
力

を
重
ね
る
こ
と
が
、
必
ず
将
来
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

何
も
か
も
行
政
任
せ
に
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
が
自
立
し
て
い

く
た
め
の
仕
組
み
を
自
ら
考
え
、

実
行
し
て
い
く
。
行
政
は
そ
の
過

程
や
活
動
を
支
援
す
る
。
そ
ん
な

関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
。
課
題

解
決
の
突
破
口
は
、
地
域
の
中
に

こ
そ
あ
る
。

柴田律夫さん1948年生まれ。「縁（えにし）と絆（き

ずな）」を深めて、地域の総合力アップ

を目指す。「除染は、今を生きている私
たちにしかできないこと」を訴えて、「放
射能汚染のないクリーンないちのせ

き」を宣言する日が来ることを念じて

活動中。千厩町在住、65歳。

小田梅田自治会会長Sibata Norio

の
バ
ラ
ン
ス
健
康
食
を
世
代
を
超
え
て
一

緒
に
作
り
、
み
ん
な
で
食
べ
た
。
会
話
が

弾
ん
で
互
い
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
。
本
年

度
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
見
守

り
も
兼
ね
、
み
ん
な
で
お
弁
当
を
作
っ
て

届
け
る
計
画
も
。

　
「
お
変
わ
り
な
い
で
す
か
。
み
ん
な
で

作
っ
た
お
弁
当
を
ど
う
ぞ
」

　
「
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
」

　

こ
う
し
た
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
、
と
や
さ
し
さ
を
に

じ
ま
せ
る
。

　
「
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
る
と
、
う
れ

し
く
な
る
。
う
れ
し
い
か
ら
、
ま
た
、
や

り
た
く
な
る
。
あ
り
が
と
う
は
感
謝
の
心

が
連
鎖
す
る
魔
法
の
言
葉
」

　

誰
か
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
り
、
誰
か
の

役
に
立
っ
た
り
す
る
こ
と
で
幸
福
感
を
得

ら
れ
る
活
動
こ
そ
、
同
自
治
会
が
目
指
す

人
が
集
い
、
共
感
す
る
自
治
会
活
動
。
柴

田
会
長
は「
自
治
会
除
染
を
機
に
、
人
や

地
域
が
つ
な
が
っ
た
。
他
の
自
治
会
も
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

再
生
す
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
呼
び
か
け
る
。

2013年度にホットスポット除染を実施した自治会（年度内に実施予定の自治会含む）　千厩地域…1-1、1-2、2-1、2-2、駒場、中沢、北の沢、小田梅田、尖の
森、清田12区、大平、中日向、天ヶ森、花貫、仏坂、寺沢、濁沼、6区、11区、13区、新町、上神子沢、三沢、町下、寺崎前、南小梨／室根地域…1区、3区、6区、
12区、13区／川崎地域…新町、赤柴、布佐、柳沢／藤沢地域…34区　＊ホットスポットがある177自治会のうち36自治会で除染を実施

●
地
域
の
防
災
活
動
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健 康
だ よ り

H E A L T H
IS  W E A L T H

佐藤とよ子さ
ん

Sato
Toyoko

　障がいを負った夫との付き合い方に

悩み、ボランティア養成講座に参加し

ました。13年前に精神保健ボランティ

ア「みんと」を設立。精神障がい者の

創作活動、レクリエーション活動や社

会参加訓練を支援しています。 

　頑張ってこれたのは、夫の優しさ、
共にボランティアに励む仲間や夫の障

がいを理解して支えてくれた家族や地

域の皆さんのおかげです。「お世話に

なった皆さんへ恩返しをしたい」この

思いこそ私の元気の源です。 

　ストレス解消法は趣味の押し花。夢

中になっているときは、悩みごとなど

忘れます。さまざまな花が咲き始める

これからの季節が楽しみです。

感謝の気持ちが原動力

元 気 の
ひ み つ

Voice

花泉町永井
61歳

■5月の4歳5歳歯科健康診査

　5月中に受診してください。対象者には4

月末に受診券を郵送します。体調不良など

で受診できない場合は連絡してください。

問健康づくり課（一関保健センター内）また

は各支所保健福祉課

■4月からの千厩病院小児科外来

　予防接種や健診なども実施しますの

で、問い合わせてください。
◇日時　毎㊌14:00～（受け付け13:30

■5月の乳幼児の健康診査
地域 内容 対象 日 受付時間 場所

一関
花泉

3～4カ月児健診
26年1月1日～12日生まれ 21㊌

12:45～13:00

一関保健センター

26年1月13日～31日生まれ 22㊍

9～10カ月児相談
25年7月1日～15日生まれ 21㊌

8:45～9:00
25年7月16日～31日生まれ 22㊍

1歳6カ月児健診
24年10月1日～15日生まれ 15㊍

12:45～13:00
24年10月16日～31日生まれ 16㊎

2歳6カ月児歯科健診
23年11月1日～14日生まれ 15㊍

8:45～9:00
23年11月15日～30日生まれ 16㊎

3歳児健診
22年11月1日～14日生まれ 8㊍

12:45～13:00
22年11月15日～30日生まれ 9㊎

大東
東山

3～4カ月児健診 26年1月生まれ 21㊌ 13:00～13:15 東山保健センター
9～10カ月児相談 25年7月生まれ 20㊋ 9:00～9:15 大東保健センター
1歳6カ月児健診 24年10月生まれ 14㊌

13:00～13:15

東山保健センター
2歳6カ月児歯科健診 23年11月生まれ 20㊋

大東保健センター
3歳児健診 22年11月生まれ 13㊋

千厩
室根
川崎
藤沢

3～4カ月児健診 26年1月生まれ 28㊌ 12:30～12:40 川崎防災センター
9～10カ月児相談 25年7月生まれ 20㊋ 8:50～9:00

千厩保健センター
1歳6カ月児健診 24年10月生まれ 22㊍ 12:30～12:40

2歳6カ月児歯科健診 23年11月生まれ 20㊋ 13:00～13:10

3歳児健診 22年11月生まれ 21㊌ 12:30～12:40

問健康づくり課（一関保健センター内）または各支所保健福祉課

～ 15:30）
問県立千厩病院医事経営課☎�2101

■5月のこころの健康相談（要予約）

　臨床心理士が無料で応じます。

問健康づくり課（一関保健センター内）
または各支所保健福祉課

＊該当月に受診できない場合は連絡してください

健診名 対象者 場所

4歳歯科健診 21年11月生まれ 市内の契約
歯科医療機関5歳歯科健診 20年11月生まれ

日 場所 時間

12㊊ 一関保健センター
10:00～ 11:00
13:30～ 14:30

19㊊
東山支所 10:00～ 11:00

川崎支所 13:30～ 14:30

26㊊
千厩支所 10:00～ 11:00

藤沢支所 13:30～ 14:30

■ヨイ歯デーテレホン相談

　歯や口に関する相談に応じます。下記
の時間に相談を受け付け、19:00以降に

医師から回答します。相談は無料です。
◇日時　4月18日㊎10:00～ 19:00

◇相談電話　☎019・651・7341

問県保険医協会歯科部会

日 区 医療機関 電話

21
㊊
西 誠信堂医院・小児科（涌津） 82-3434

東 本多医院（大原） 72-2133

22
㊋
西 ひらいずみ内科クリニック
（平泉）

34-1133

東 もりあい内科クリニック（千厩） 51-3322

23
㊌

西 阿部内科クリニック（竹山町） 23-2918

東 かわさきファミリークリニッ
ク（薄衣）

43-3770

24
㊍
西 一関中央クリニック（中央町） 21-1222

東 県立千厩病院（千厩） 53-2101

日 区 医療機関 電話

25
㊎
西 及川内科胃腸科クリニック
（鳴神）

31-3131

東 谷藤内科医院（千厩） 51-3355

28
㊊
西 いとう脳神経内科（上坊） 21-8200

東 菊池内科医院（沖田） 74-2512

30
㊌

西 小野寺内科循環器科（末広） 23-5600

東 かわさきファミリークリニッ
ク（薄衣）

43-3770

＊診療時間…18:00～20:00
＊電話で当番医を確認してから受診してください
＊夜間こども救急相談電話…19:00～23:00（年中無
休）☎019・605・9000または☎♯8000

問健康づくり課（一関保健センター内）

■両親学級（ばらコース）
◇日時・場所　❶5月13日㊋9:30～ 13:00

❷24日㊏9:30～ 11:50・一関保健センター

◇対象　市内在住の妊婦、夫とその家族
◇内容　❶栄養士・保健師の講話、調
理実習❷助産師講話、もく浴など

◇持ち物　母子健康手帳、ママパパ学
級テキスト、エプロン、三角巾
◇定員・費用　先着12組
◇費用　❶１人300円❷無料
◇受付期限　5月7日㊌
問健康づくり課（一関保健センター内）

■もぐもぐ離乳食教室（さくらんぼコース）

◇日時・場所　5月23日㊎9:30～ 12:30

（受け付け9:15～）・千厩保健センター

◇対象　25年 8～ 12月生まれの離乳
期の子供がいる保護者
◇内容　栄養士・保健師の講話、調理
実習、試食など

◇持ち物　母子健康手帳、らくらく離乳
食ガイドブック、エプロン、三角巾、筆記
用具、バスタオル、おしぼり2枚、おんぶ

ひも、オムツなど外出に必要なもの

◇定員・費用　先着親子10組・100円
◇受付期限　5月16日㊎
問千厩支所保健福祉課

■花泉地域診療センターのお知らせ

　花泉地域診療センターは、4月から毎㊍
午後の内科・外科の診察を休診しています。
問同センター☎821231

健康づくり課（一関保健センター内）☎㉑2160　花泉支所保健福祉課☎�2216　大東支所保健福祉課☎�1211　千厩支所保健福祉課☎�3952　
東山支所保健福祉課☎474530　室根支所保健福祉課☎�3805　川崎支所保健福祉課☎434022　藤沢支所保健福祉課☎�5304

　日本人の死因の約6割を占めるが

ん、虚血性心疾患、脳血管疾患や糖

尿病などの生活習慣病。これらの重

症化を防ぐため、メタボリック症候

群の人とその予備軍の早期発見を

行うのが「成人検診」です。一関市

の成人検診は5月から始まります。
　検診で発見できる生活習慣病は、
自覚症状がない間にも進行する病

気です。普段、体調に問題がなくて

も、血管や臓器には変化が起こって

いることがあるかもしれません。
　検診は、そんな体の変化を見つ

ける大切な機会です。検診を受け

たことがない人は、積極的に受けま

しょう。毎年、検診を受けて、体の

状態を知ることが、健康管理への大

切な一歩です。

健康管理の第一歩は
毎年の検診です

健康塾
Interview

鈴
木
成
徳 

保
健
師

Suzuki Shigenori

保
健
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課

■アルコール家族教室（要予約、全6回）

　講話や体験報告などを通して、アル

コール依存症や飲酒による問題行動の

対処を学びます。本人とその家族の健康
を回復する教室です。
◇日時・場所　❶ 5月13日❷ 6月3日❸
7月1日❹ 8月5日❺ 9月2日（いずれも㊋、

14:00～ 16:00）・県立南光病院
問健康づくり課（一関保健センター内）

■すこやか幼児教室

◇日時・場所　5月 20日㊋ 9:30 ～
12:30（受け付け 9:15～）・一関保健セ

ンター

◇対象　おおむね10カ月～ 1歳 6カ月
の子供と保護者
◇内容　栄養士・保健師の講話、調理
実習、試食、図書館のおはなし会など

◇持ち物　母子健康手帳、エプロン、三
角巾、筆記用具、バスタオル、おしぼり2

枚、自宅で子供が使っているスプーン、
オムツなど外出に必要なもの

◇定員・費用　先着親子12組・200円
◇受付期限　5月13日㊋

■4月の献血カレンダー
月 日 場所 時間

4

28㊊
㈱一測設計 9:30～11:00

いわて生協コープ一関
コルザ 14:30～16:30

29㊋ イオン一関店 9:30～16:30

30㊌
川崎防災センター 9:00～11:00

国際医療福祉専門学校
一関校 13:00～16:00

＊天候などにより、時間や会場が変更になる場合
がありますので、ご了承ください

問健康づくり課（一関保健センター内）

■4月の小児・成人夜間救急当番医
日 区 医療機関 電話

15
㊋
西 さとう小児科医院（桜木町） 23-4020

東 猿沢診療所（猿沢） 76-2020

16
㊌

西 菅原内科循環器科医院（涌津） 82-5528

東
かわさきファミリークリニック
（薄衣）

43-3770

17
㊍
西
中野内科循環器科クリニック
（山目）

33-2311

東 県立千厩病院（千厩） 53-2101

18
㊎
西 氷室内科医院（青葉） 23-3185

東 千厩ひかりクリニック（千厩） 51-1156

■4月の休日当番医
日 区分 医療機関 電話

20
㊐

西
内 佐藤胃腸科内科医院
（山目町）

23-9678

外 誠信堂医院（涌津） 82-3362

東 菅野内科医院（摺沢） 75-2772

気仙沼

遠藤産婦人科医院（本郷） 22-6828

村岡外科クリニック
（田中前）

23-3990

気仙沼市立本吉病院
（本吉町）

42-2621

27
㊐
西
内 中野内科循環器科クリニック
（山目）

33-2311

外 岩手クリニック一関（旭町） 21-5111

東 谷藤内科医院（千厩） 51-3355

日 区分 医療機関 電話

27
㊐ 気仙沼

小野医院（唐桑町） 32-3128

森田医院（八日町） 22-6633

29
㊋
㊗

西
内 袋医院（花泉） 82-3316

外 すがわら皮膚科クリニック
（山目）

33-2332

東 かわさきファミリークリ
ニック（薄衣）

43-3770

気仙沼
鈴木医院（長磯原の沢） 27-2315

齋藤外科クリニック
（東新城）

22-7260

＊診療時間…9:00～17:00　
＊電話で当番医を確認してから受診してください
＊気仙沼市（市外局番 0226）の当番医は、医療機関に
より一部診療時間が異なります

地域医療を守るため
診療時間内に
受診しましょう
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◇
封
筒
…
Ａ
５
型
、Ａ
４
型
の
封
筒
◇
最

低
枚
数
…
Ａ
５
型
・
２
万
１
０
０
０
枚
、

Ａ
４
型
・
２
万
９
０
０
０
枚

問
❶
本
庁
財
政
課
☎
㉑
８
２
３
３
❷
本

庁
市
民
課
☎
㉑
８
３
１
０

縁
結
び
支
援
員
募
集

　

市
の「
縁
結
び
支
援
事
業
」
で
、
結
婚

を
希
望
す
る
男
女
の
出
会
い
の
き
っ
か

け
づ
く
り
や
結
婚
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
縁
結
び
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
活
動
内
容
…
❶
結
婚
希
望
者
な
ど
か

ら
の
相
談
対
応
❷
独
身
男
女
の
出
会
い

の
仲
介
や
引
き
合
わ
せ
❸
支
援
員
同
士

の
情
報
交
換
―
な
ど
◇
対
象
…
❶
市
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、
研
修
を
受

講
で
き
る
人
❷
結
婚
相
談
や
紹
介
を
職

業
に
し
て
い
な
い
人
◇
登
録
期
間
…
２

年
◇
募
集
人
員
…
10
人
程
度
◇
申
し
込

み
…
必
要
書
類
を
本
庁
企
画
調
整
課
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
へ　

＊
申
請
様

式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

◇
募
集
期
限
…
５
月
９
日
㊎
必
着

問
本
庁
企
画
調
整
課
☎
内
８
６
４
４
／

℻
㉑
２
１
６
４
／
メ
ー
ル k

ik
a

k
u

ch

osei@
city.ich

in
osek

i.iw
a

te.jp

鯉
の
ぼ
り
の
提
供

　

磐
井
川
の「
鯉
の
ぼ
り
川
渡
し
」
を
行

い
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
提

供
し
て
く
だ
さ
い
。
ポ
ー
ル
、
取
付
金
具

等
は
不
要
で
す
。

◇
実
施
予
定
…
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬

◇
届
け
先
…
本
庁
商
業
観
光
課
☎
㉑

８
４
１
３

問
鯉
の
ぼ
り
実
行
委
員
会（
神
﨑
）
☎

０
９
０
・２
０
２
３
・８
８
２
２

サ
ー
ビ
ス
な
ど

問
い
ち
の
せ
き
賑
わ
い「
ど
市
」
実
行
委

員
会
事
務
局
☎
㉓
３
４
３
４

一
関
市
銘
菓
通
り
商
店
街

　

市
内
の
銘
菓
を
紹
介
、
販
売
し
ま
す
。

◇
日
時
…
４
月
26
日
㊏
〜
５
月
11
日
㊐

＊「
ふ
も
と
の
茶
屋
」
は
５
月
３
日
㊏
〜
６
日
㊋

問
市
真
湯
セ
ン
タ
ー
☎
39
２
７
１
３

地
域
お
こ
し
事
業
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

　

26
年
度
の
新
規
事
業
応
募
団
体
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

◇
日
時
…
４
月
27
日
㊐
９
時
45
分
〜
◇

場
所
…
市
役
所
本
庁
大
会
議
室

問
本
庁
協
働
推
進
課
☎
内
８
６
７
１
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

I N F O R M A TI O N

お知らせ

INFORMATION

26
年
度
北
上
川
一
斉
清
掃

 　

河
川
愛
護
の
心
を
育
み
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
へ
引
き
継
ぎ
ま
す
。

◇
日
時
…
４
月
19
日
㊏
９
時
〜
11
時
◇

場
所（
集
合
）…
❶
一
関
水
辺
プ
ラ
ザ（
あ

い
ぽ
ー
と
）❷
川
崎
水
辺
プ
ラ
ザ
お
よ
び

砂
鉄
川（
川
崎
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）◇

そ
の
他
…
軍
手
・
ゴ
ミ
袋
は
主
催
者
側

で
準
備
し
ま
す

問
国
土
交
通
省
岩
手
河
川
国
道
事
務
所

一
関
出
張
所
☎
㉓
２
４
３
５

広
告
入
り
封
筒
無
償
提
供
者

　

26
年
８
月
１
日
〜
27
年
７
月
31
日
に
、

市
が
使
用
す
る
広
告
入
り
封
筒
の
無
償

提
供
者
を
募
集
し
ま
す
。
申
し
込
み
は

４
月
25
日
㊎
ま
で
。

❶
広
告
入
り
事
務
用
封
筒（
財
政
課
）

◇
封
筒
…
角
形
２
号
、
長
形
３
号
、
窓
付

き
の
事
務
用
封
筒
◇
最
低
枚
数
…
角
形

２
号
・
４
万
枚
、
長
形
３
号
・
９
万
枚
、

窓
付
き
・
７
万
枚

❷
広
告
入
り
窓
口
封
筒（
市
民
課
）

県
営
住
宅
の
入
居
者

◇
募
集
期
間
…
４
月
28
日
㊊
〜
５
月
２
日

㊎
◇
申
込
書
の
配
布
…
４
月
21
日
㊊
〜
◇

申
し
込
み
…
郵
送
ま
た
は
持
参
◇
そ
の
他

…
募
集
団
地
、
戸
数
の
つ
い
て
は
左
記
へ

問
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
（
盛
岡
市
盛

岡
駅
西
通
１
―
７
―
１
）☎
０
１
２
０
・

２
０
８
・２
０
１

い
ち
の
せ
き
賑
わ
い
ど
市

　

５
月
〜
10
月（
８
月
を
除
く
）の
第
１

㊏
に「
ど
市
」を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
…
５
月
３
日
㊏
９
時
30
分
〜
14

時
30
分
◇
場
所
…
錦
町
水
天
宮
通
り
◇

内
容
…
も
ち
振
舞
、
物
産
市
、
タ
イ
ム

募
集

催
し

教室 定員 開催期日 回数 時間
エアロビクス 30 5/12～・毎㊊ 12 19:00～ 20:30
英会話 30 5/12～・毎㊊ 12 19:00～ 20:30

いけばな 15 5/12～・第2・4㊊ 8 19:00～ 20:30
和裁 10 5/13～・毎㊋ 12 19:00～ 20:30
韓国語 30 5/13～・毎㊍ 12 19:00～ 21:00
陶芸 15 5/20～・第1・3㊋ 10 19:00～ 20:30
現代作法 15 5/14～・毎㊌ 12 19:00～ 20:30
太極拳・初級

30 5/14～・毎㊌ 12
19:00～ 20:00

太極拳・中級 20:00～ 21:00
着物着付 15 5/7～・毎㊌ 12 19:00～ 20:30

フラワーアレンジメント 20 5/7～・第1・3㊌ 8 19:00～ 20:30
中国語 30 5/8～・毎㊍ 12 19:00～ 20:30
茶道 10 5/15～・毎㊍ 12 19:00～ 20:30

アロマ＆ヨガ 30 5/15～・毎㊍ 12 19:00～ 20:30
親子ビクス（0歳） 15 5/8～・毎㊍ 12 14:00～ 15:00

親子ビクス（2歳半～ 6歳） 15 5/8～・毎㊍ 12 15:00～ 16:00
書道 10 5/9～・第1・2・4㊎ 12 19:00～ 20:30

脂肪燃焼トレーニング 20 5/9～・毎㊎ 6 19:00～ 20:30
宅地建物取引主任者資格対策 20 5/16～・毎㊎ 14 19:00～ 20:30

 勤労青少年ホーム前期講座の受講生を募集

◇対象…市内に居住・通勤する36歳以下の求職中または
勤労青少年　＊ただし、定員に満たない場合はどなたでも参加可、

親子ビクスは対象年齢の子供と親◇費用…1,000円（自治会費）
◇場所…一関勤労青少年ホーム◇申し込み…4月28日㊊
までに下記へ
問一関勤労青少年ホーム ☎ ㉑2144
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皆さんの情報を寄せてください。
市政情報課広聴広報係

☎21-8182

一関春まつり

■日時…４月29日㊋10:00～ 16:00

■場所…大町歩行者天国
■日時…街角音楽祭、子どもの広場、ケーキづく

り体験、果報だんご、テント市、商店街特別大売
出しなど

問一関春まつり実行委員会（銀座会事務所）☎㉓
3012

よさこい教室

見ても、踊っても楽しい「よさこい」を体験しませ

んか。参加は無料です。気軽に参加してください。
■日時…6月7日～ 28日の毎㊏（全4回）9:30～
11:30

■場所…室根体育館
問桜室連事務局（伊東）☎090・4557・9093

日中友好のための中国語講座

■期間…4月～ 7月の第1・2・3㊎（4カ月間）
■時間…14:30～ 16:00

■場所…一関文化センター 4階
問日本中国友好協会岩手県連合会一関市部（島
貫）☎㉕4167

ピラティスサークルメンバー募集

ピラティスに興味がある人や、体と心を健康にし

たい人は参加してください。体験もできます。
■日時…毎月第2・4㊍13:00～ 14:00

■場所…山目公民館
■講師…日本ピラティス指導者協会

公認マットピラティスコーチ　福士幸子氏
■持ち物…飲み物、タオルなど

問ピラピラティス（三河）☎㉑2104

こども武道総合教室体験会

武道や格闘技を体験できます。礼儀・礼節を身に

付け、心と体を鍛えませんか。参加は無料です。
■日時・場所…5月7日、14日、21日
　＊いずれも㊌、18:00～ 19:30・狐禅寺公民館
■対象…年長～小学生
問龍武曾スポーツ少年団（千葉）☎090・3980・
0499

な
プ
ラ
ザ
３
階

問
一
関
華
道
協
会
☎
㉓
７
８
７
９

新
規
学
卒
者
・
求
職
者
情
報
化
研
修

◇
日
時
…
５
月
16
日
㊎
〜
６
月
18
日
㊌

９
時
〜
16
時（
20
日
間
）◇
場
所
…
市
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
◇
対
象
者
・
定
員
…

市
内
在
住
の
新
卒
者
ま
た
は
市
内
在
住

の
求
職
者
で
、
市
無
料
職
業
紹
介
所
に

求
職
申
し
込
み
を
す
る
人　

＊
同
研
修

の
未
受
験
者
優
先
・
先
着
20
人
◇
費
用
…

１
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）◇
内
容
…

パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
Ｏ
Ｓ
活
用
技
術
、
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活

用
な
ど
◇
申
し
込
み
…
４
月
７
日
㊊
〜

５
月
７
日
㊌
に
所
定
の
申
込
書
を
本
庁

労
働
政
策
課
へ
持
参（
㊏
㊐
㊗
除
く
）

問
本
庁
労
働
政
策
課
☎
㉑
８
４
６
１

 ●本庁☎㉑ 2111●花泉支所☎� 2211●大東支所☎� 2111●千厩支所☎� 2111●東山支所☎47 2111●室根支所☎� 2111●川崎支所☎43 2111　  ●藤沢支所☎� 2111

第
23
回
一
関
市
長
杯
車
椅
子

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
東
北
大
会

◇
日
時
…
５
月
10
日
㊏
８
時
50
分
〜
◇

場
所
…
市
総
合
体
育
館「
ユ
ー
ド
ー
ム
」

問
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
一
関
☎
㉑

２
１
６
２

市
民
参
加
型
支
援
事
業「
ザ
・

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

ギ
タ
ー
や
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
愛
好
者
に

よ
る
ラ
イ
ブ
で
す
。

◇
日
時
…
５
月
31
日
㊏
10
時
40
分
開

場　

11
時
開
演
◇
場
所
…
一
関
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
◇
入
場
料
…
前
売

４
０
０
円
、
当
日
５
０
０
円

《
参
加
者
募
集
》

◇
対
象
…
❶
演
奏
や
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず

❷
楽
曲
は
コ
ピ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ど
ち
ら

も
可
❸
高
校
生
以
上
❹
２
人
組
以
上
の

グ
ル
ー
プ
◇
定
員
…
先
着
10
団
体
◇
参

加
料
…
高
校
生
・
高
専
生
５
０
０
０
円
、

一
般
１
万
円
◇
受
け
付
け
…
30
日
㊌
ま

で
に
所
定
の
申
込
書
で

問
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
２
１
２
１

第
44
回
岩
手
県
南
宮
城
県
北

神
楽
大
会

◇
日
時
…
５
月
３
日
㊏
㊗
９
時
開
会

（
９
時
30
分
開
演
）◇
場
所
…
厳
美
中

学
校
◇
入
場
料
…
１
０
０
０
円

問
同
大
会
事
務
局（
厳
美
公
民
館
内
）

☎
㉙
２
２
０
５

第
8
回
い
わ
い
川
チ
ェ
リ
ー

ロ
ー
ド
ま
つ
り

　

堤
防
改
修
に
よ
り
伐
採
さ
れ
る
桜

並
木
は
今
年
で
見
納
め
で
す
。
多
彩
な

催
し
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。

◇
日
時
…
４
月
27
日
㊐
10
時
〜
16
時

◇
場
所
…
磐
井
川
河
川
公
園
山
目
側

◇
内
容
…
一
関
二
高
太
鼓
演
奏
、
ゲ
イ

掲示板

ビ
マ
ン
シ
ョ
ー
、
物
販
、
飲
食
物
の
露
店
な

ど
◇
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
…
４
月
26
日
㊏
〜
29

日
㊋
18
時
〜
21
時

問
信
金
本
店
大
通
商
店
会
☎
㉓
５
４
０

４（
千
葉
時
計
店
）
ま
た
は
☎
㉓
８
４
３

５（
天
童
事
務
器
）

創
立
30
周
年
記
念
講
演
会

◇
日
時
…
４
月
26
日
㊏
13
時
〜（
開
場

12
時
30
分
〜)

◇
場
所
…
藤
沢
文
化
セ
ン

タ
ー「
縄
文
ホ
ー
ル
」 

◇
内
容
…
❶
映
画

上
映「
１
／
４
の
奇
跡
〜
本
当
の
こ
と
だ

か
ら
」❷
講
演
会「
大
好
き
は
魔
法
の
こ
と

ば
」・
山
元
加
津
子
氏
◇
入
場
料
…
無
料

問
ふ
じ
の
実
会
法
人
本
部
☎
�
５
３
２
１

第
15
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
華
展

　

募
金
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時
…
４
月
26
日
㊏
10
時
〜
18
時
、

27
日
㊐
10
時
〜
16
時
◇
場
所
…
な
の
は

1

2

3

4

5

講
座

●
お
詫
び
と
訂
正
…
本
誌
3
月
15
日
号
の
8
ペ
ー
ジ「
も
ち
く
ら
べ
バ
イ
キ
ン
グ
」の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。　
（
正
）２
月
９
日　
（
誤
）３
月
９
日

※
広
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
岩
手

日
日
新
聞
社
☎
㉖
５
１
１
１
ま
で
。
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◇
日
時
…
４
月
24
日
㊍
10
時
〜
16
時
◇

場
所
…
女
性
セ
ン
タ
ー
◇
対
象
…
市
内

に
居
住
す
る
女
性

問
市
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
２
１
４
５

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
に
注
意

　

❶
野
山
に
入
る
場
合
は
、
音
の
出
る

も
の
を
持
つ
❷
屋
外
で
作
業
す
る
場
合

は
、十
分
に
周
囲
を
確
認
す
る
❸
生
ゴ
ミ

や
廃
棄
農
作
物
は
、
地
中
深
く
に
埋
め

る
な
ど
適
切
に
処
理
す
る
❹
藪
や
繁
み

を
減
ら
す
―
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
地
林
務
課
☎
内
８
４
３
７
ま
た

は
一
関
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
㉖

１
４
１
２

緊
急
経
済
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業

◇
対
象
住
宅
…
建
築
後
10
年
以
上
経
過

し
た
市
民
が
居
住
す
る
住
宅
◇
対
象
工

事
…
市
内
の
施
工
業
者
が
行
う
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
◇
助
成
額
な
ど
…
工
事
に

要
し
た
経
費
の
10
分
の
１（
１
０
０
０
円

未
満
は
切
り
捨
て
）で
上
限
10
万
円　

＊

た
だ
し
、市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助
成
事

業
を
併
せ
て
実
施
す
る
場
合
は
上
限
20
万
円
◇

事
業
期
間
…
26
年
度
ま
で

問
本
庁
建
築
住
宅
課
☎
㉑
８
５
３
２
ま

た
は
各
支
所
建
設
水
道
課

◇
日
時
…
５
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22

日
、
29
日
い
ず
れ
も
㊍
10
時
〜
15
時
◇

場
所
…
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
移
動
相
談
】（
要
予
約
）

◇
日
時
…
５
月
９
日
㊎
10
時
〜
15
時
◇

場
所
…
花
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
大

東
保
健
セ
ン
タ
ー
、
千
厩
農
村
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
社
協
藤
沢
支
部

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉓
６
０
２
０
、

花
泉
支
部
☎
�
４
０
０
２
、
大
東
支
部
☎

�
１
１
７
７
、千
厩
支
部
☎
�
２
８
８
５
、

藤
沢
支
部
☎
�
５
１
２
２

女
性
の
た
め
の
相
談
事
業

　

匿
名
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
事
前
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

15
日
・
熊
本
賢
吾
氏
、
22
日
・
小
原
恒

之
氏
、
29
日
・
赤
津
聡
氏　

＊
い
ず
れ
も
㊍
、

10
時
〜
15
時
◇
場
所
…
市
役
所
本
庁
舎
◇

予
約
…
３
月
28
日
㊎
〜

問
本
庁
生
活
環
境
課
☎
㉑
８
３
４
２

【
行
政
相
談
】

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
９
日
㊎
10
時
〜

12
時
・
市
社
協
藤
沢
支
部
、
15
日
㊍
９

時
〜
12
時
・
市
役
所
本
庁
、
15
日
㊍
13

時
30
分
〜
16
時
・
川
崎
防
災
セ
ン
タ
ー
、

22
日
㊍
13
時
〜
16
時
・
田
河
津
公
民
館

問
本
庁
生
活
環
境
課
☎
㉑
８
３
４
２
ま

た
は
各
支
所
市
民
課

心
配
ご
と
相
談
所
へ

【
通
常
相
談
】

山
を
歩
け
る
服
装
❸
雨
天
決
行 

【
子
供
指
導
員
研
修
会
①
野
外
活
動
実
践
】 

　

野
外
炊
飯
と
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行

い
ま
す
。

◇
日
時
…
５
月
11
日
㊐
９
時
30
分
〜
15

時
◇
参
加
費
…
５
０
０
円
◇
申
し
込
み

…
４
月
11
日
㊎
〜
電
話
で 

問
い
ち
の
せ
き
健
康
の
森
☎
39
２
０
２
０

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

４
月
15
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
対

象
は
、
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人
で
す
。　

＊
❼
は
未
経
験
者
優
先

❶
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室（
東
山
）

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
１
日
〜
29
日
の

毎
㊍
10
時
〜
11
時
30
分（
全
５
回
）・
東

山
総
合
体
育
館

❷
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
教
室（
千
厩
）

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
２
日
〜
30
日
の

毎
㊎
14
時
〜
15
時
30
分（
全
５
回
）・
千

新
入
社
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

社
会
人
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

◇
日
時
…
５
月
22
日
㊍
10
時
〜
16
時
30

分
◇
場
所
…
市
役
所
会
議
室
棟
第
１
会

議
室
◇
講
師
…
下
平
久
美
子
氏
◇
受
講

料
…
無
料
◇
対
象
…
市
内
の
企
業
・
事
業

所
の
新
卒
入
社
後
お
お
む
ね
１
年
以
内
の

新
入
社
員
な
ど　

＊
新
卒
採
用
者
を
優
先
◇

定
員
…
先
着
35
人
◇
申
し
込
み
…
４
月
７

日
㊊
〜
５
月
９
日
㊎
に
所
定
の
申
込
書
で

問
本
庁
労
働
政
策
課
☎
㉑
８
４
６
１

医
療
ク
ラ
ー
ク
科

　

医
療
機
関
の
受
け
付
け
や
診
療
報
酬

請
求
事
務
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習

得
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

◇
日
時
…
６
月
11
日
㊌
〜
９
月
10
日
㊌

◇
場
所
…
㈱
ニ
チ
イ
学
館
北
上
校
一
関

教
室
◇
対
象
…
条
件
あ
り
◇
定
員
…
15

人　

＊
選
考
あ
り
、
応
募
者
が
７
人
以
下
の
場

合
、中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
◇
受
講
料

…
１
万
５
０
０
０
円（
教
科
書
代
）◇
申

し
込
み
…
５
月
３
日
㊏
ま
で
に
左
記
へ

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
一
関
☎
㉓
４
１
３
５

健
康
の
森
の
講
座
・
研
修

【
自
然
観
察
会
】 

◇
内
容
・
日
時
…
❶
水
芭
蕉
を
み
よ
う
・

４
月
19
日
㊏
、
20
日
㊐
❷
春
の
妖
精
・

４
月
26
日
㊏
❸
野
鳥
観
察
会
・
５
月
３

日
㊏
❹
祭
畤
の
山
菜
を
知
ろ
う
・
５
月

10
日
㊏
❺
木
に
咲
く
花
を
み
て
み
よ
う
・

５
月
17
日
㊏　

＊
い
ず
れ
も
９
時
30
分
〜
12

時
◇
参
加
費
…
大
人
１
０
０
円
、子
供
無

料
◇
そ
の
他
…
❶
当
日
受
け
付
け
❷
野

 INFORMATION

厩
武
道
館

❸
イ
ブ
ニ
ン
グ
ヨ
ガ
教
室（
室
根
）

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
２
日
〜
30
日
の

毎
㊎
19
時
〜
20
時
30
分（
全
５
回
）・
室

根
体
育
館

❹
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
２
日
〜
30
日
の
毎

㊎
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
全
５
回
）・

一
関
水
辺
プ
ラ
ザ
他

❺
ペ
タ
ン
ク
教
室

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
８
日
〜
６
月
５

日
の
毎
㊍
10
時
〜
11
時
30
分（
全
５
回
）・

東
台
野
球
場

❻
イ
ブ
ニ
ン
グ
ゴ
ル
フ
教
室

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
８
日
〜
６
月
10

日
の
毎
㊋
㊍
18
時
30
分
〜
20
時
30
分（
全

10
回
）＊
10
回
目
は
12
時
30
分
〜
・
市
総
合

体
育
館
ほ
か

❼
初
心
者
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
20
日
〜
６
月
17

日
の
毎
㊋
10
時
〜
11
時
30
分（
全
５
回
）・

市
総
合
体
育
館

❽
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室（
藤
沢
）

◇
日
時
・
場
所
…
５
月
27
日
〜
６
月
24

日
の
毎
㊋
10
時
〜
11
時
30
分（
全
５
回
）・

藤
沢
体
育
館

問
❶
東
山
総
合
体
育
館
☎
35
１
１
４
１

❷
千
厩
体
育
館
☎
52
２
３
６
９
❸
室

根
き
ら
め
き
パ
ー
ク
☎
64
２
６
１
１
❹

❺
❻
❼
市
総
合
体
育
館
☎
㉛
３
１
１
１

❽
藤
沢
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
�

５
５
５
１

法
律
相
談
と
行
政
相
談

【
無
料
法
律
相
談
】（
予
約
制
・
先
着
順
）

◇
日
時
・
担
当
弁
護
士
…
５
月
１
日
・

北
村
宏
洋
氏
、８
日
・
小
野
寺
豊
希
氏
、

お
知
ら
せ

一関市女性センター

「春季定期講座」

❶しっかり学ぼう「初心者のパソコン教室」

◇日時…5月14日～ 10月29日の毎㊌13:30～
15:30（全20回）◇定員・経費…20人・2,160円
❷着物リメイク講座～帯からつくるバック
◇日時…5月19日～ 7月28日の毎㊊ 13:30～
15:30（全10回）◇定員・経費…20人・3,000円
❸はじめてみよう「水彩画＆イラスト花柄」
◇日時…５月20日～７月22日毎㊋10:00～
12:00（全10回）◇定員・経費…20人・500円
❹信頼と好感を築く「大人の女性のマナー
とコミュニケーション」
◇日時…5月22日～ 7月17日の毎㊍ 10:00

～ 12:00（全5回）◇定員・経費…20人・1,080

円　＊５回目は和食の会食マナー、食事代別途

❺美味しさ新発見！乾物料理教室（昼）
◇日時…5月15日～ 6月12日の毎㊍10:00～
12:00（全3回）◇定員・経費…20人・2,000円
❻美味しさ新発見！乾物料理教室（夜）
◇日時…5月15日～ 6月12日の毎㊍18:30～
20:30（全3回）◇定員・経費…20人・2,000円 

《共通事項》
◇対象…市内に居住または勤務している女
性◇場所…市女性センター　＊❶は一関高等

職業訓練校◇申し込み…受け付けは４月15

日㊋12:30～左記へ直接または電話予約後、
来館して

問市女性センター☎㉑2145

●
4
月
は
固
定
資
産
税
1
期
の
納
期
…
納
期
限
は
4
月
30
日
㊌
で
す
。納
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。　　
　
　
　

一
関
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

訪問看護ステーションを知っていますか
　訪問看護ステーションは、乳幼児から高齢者まで、医師が「訪問

看護が必要」と認めた全ての人が利用できます。市内には現在、10

カ所の訪問看護ステーションと3カ所の病院・診療所併設の訪問

看護があります。介護保険の認定を受けた人はもちろん、医療保険

でも利用できます。担当のケアマネージャーやかかりつけの医師に

相談してください。
どんなことをしているのですか
　健康状態の観察、食事・排泄のお世話、寝たきりや認知症の人

の介護・相談、リハビリテーション、痛みのケア、終末期の看護、医

師の指示による医療処置（注射・点滴など）などを行います。また、
ほとんどのステーションが24時間の連絡体制をとっているので、夜

中でも電話相談を受けられます。
　病院から在宅への流れは、今後推進していくといわれています。今

まで病院内で行われていた尿カテーテル、胃ろうや点滴注射などが、
在宅で管理することが増えてきました。病院の退院支援部門と連携

し、退院した日から心身共に安心して過ごせる手伝いをします。
　在宅療養を希望する人は、訪問看護ステーションに気軽に問い

合わせてください。

医療と介護の窓
～みんなで守ろう地域医療～

文・公益社団法人岩手県看護協会立千厩訪問看護ステーション

　所長　藤野みどり

問健康づくり課（一関保健センター内）☎㉑2160

 ●本庁☎㉑ 2111●花泉支所☎� 2211●大東支所☎� 2111●千厩支所☎� 2111●東山支所☎47 2111●室根支所☎� 2111●川崎支所☎43 2111　  ●藤沢支所☎� 2111

4 月の人口と世帯数
4 月 1 日現在　（　　）前月比

　人口
計 125,014 人 （-668 人）
男 60,459 人 （-317 人）
女 64,555 人 （-351 人）

　世帯数 46,033 世帯 （-68 世帯）

2 月のごみ排出量
（　　）前年比

　市全体

計 1,934.14 ㌧ （-25.66 ㌧）
一関 1,303.01 ㌧ （-13.69 ㌧）
大東 631.13 ㌧ （-11.97 ㌧）

　一人当たり 15.47 ㎏ （-3.37 ㎏）

博物館などの入館料を変更しました

　4月1日㊋から博物館など関連施設の入館料が変更になりました。

相
談

問一関市博物館☎㉙3180

入館者区分 入館料（1人） 証明証の提示
中学生以下 無料 なし
高校生・大学生 200円 学生証

大人 300円 なし
障がい者・介護者 免除 障がい者手帳等
65歳以上の市民 免除 年齢・住所が明記された証明証

＊市博物館、石と賢治のミュージアム、芦東山記念館、大籠キリシタン資料館の4

館は、入館料と減免基準を統一しました。

番号 募集する住宅

❶
一関

中田住宅 316号
①簡易耐火長屋2階建②S56③3DK

④15,500～23,100円⑤単身不可

❷
一関

三反田アパート1-113号
①2階建1階②S59③3DK

④14,900～ 22,200円⑤単身不可

❸
一関

宮沢アパート2-206号
①3階建 3階②H4③3DＫ
④19,500～ 29,100円⑤単身不可

❹
一関

宮沢アパート2-218号
①3階建 3階②H4③3DＫ
④19,500～ 29,100円⑤単身不可

❺
一関

小沢アパート1-126号
①3階建 2階②H11③3DＫ
④26,100～ 38,900円⑤単身不可

❻
花泉

二ツ檀住宅 37号
①木造平家② S41③ 2Ｋ④ 3,600

～ 5,300円⑤単身可

❼
大東

大明神団地42号
①木造平家②H9③3DＫ
④28,700～ 42,700円⑤単身不可

 市営住宅等の入居案内

◇募集期間…26 年 5月1
日㊍～ 12日㊊（㊏㊐㊗除
く）◇入居資格…①同居の
親族がいる（❻を除く）②収
入が基準に該当している
③住宅に困っている④市
税などを滞納していない⑤
暴力団員でない―を全て
満たす人　＊❷は高齢者障
がい者優先、❼は身体障がい

者専用住宅（選考基準あり）◇
抽選会…〔日時〕5月20日
㊋10:00 ～〔 会 場 〕本 庁
会議室棟 2 階、花泉支所
3 階、大東支所潤い活力
プラザ
問本庁建 築 住宅 課☎ ㉑
8532または各支 所建 設
水道課建設係
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住
ま
い
の
復
興
給
付
金
制
度

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
住
宅
の

被
災
時
の
所
有
者
が
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
後
に
、
住
宅
を
新
築
・
購
入
ま
た

は
被
災
住
宅
を
補
修
し
、
そ
の
住
宅
に

居
住
し
て
い
る
場
合
に
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

＊
補
修
の
申

請
の
際
は
、
補
修
前
後
の
写
真
が
必
要
で

す問
住
ま
い
の
復
興
給
付
金
事
務
局
☎

０
５
７
０
・
２
０
０
・
２
４
６
／
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

ttp
://fu

k
k

o-k
yu

fu
.jp

真
湯
温
泉
の
休
館
日
変
更

　

真
湯
温
泉
セ
ン
タ
ー
温
泉
交
流
館
の

休
館
日
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

◇
変
更
後
…
❶
５
月
〜
６
月
、
12
月
＝

第
４
㊊
❷
４
月
、７
月
〜
11
月
＝
休
館
日

な
し
❸
１
月
〜
３
月
＝
毎
㊊
㊋

問
市
真
湯
温
泉
セ
ン
タ
ー
☎
39
２
７
１
３

被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事
業
の

実
施
期
間
を
延
長

　

東
日
本
大
震
災
で
、
県
内
の
自
宅
が

全
壊
、
半
壊
解
体
ま
た
は
敷
地
被
害
解

体
し
、
市
内
で
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購

入
す
る
世
帯
が
補
助
を
受
け
ら
れ
る「
被

災
者
住
宅
再
建
支
援
事
業
」
の
実
施
期

間
を
30
年
度
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

問
本
庁
児
童
福
祉
課
☎
㉑
８
３
５
７

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

導
入
補
助
金

　

国
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
場
合
、

東日本大震災で被災された皆さんを支援します

生活再建住宅支援事業

　震災による住宅の補修や新築、住宅ローンの利子お

よび宅地の災害復旧工事にかかる経費の一部を支援し

ます。　＊過去に各補助金の交付を受けた人は対象外

①住宅補修工事など◇対象者…居住している住宅が半
壊または一部損壊のり災証明書の交付を受けた人とそ

の家族◇補助額・限度額…補修＝❶被災した部分の10

万円以上の補修工事費（税込）の2分の１以内・30万円
❷加算額として補修工事費（税抜）の10分の1以内・10

万円（木造住宅耐震改修工事助成事業と併せる場合は20万円）

　＊ただし、住宅リフォーム助成事業で既に交付を受けている額

を控除した額、耐震改修＝現在の耐震基準を満たさない

住宅を耐震改修する工事費用の2分の1以内・60万円、
バリアフリー改修＝工事費用の2分の1以内・60万円、
県産材使用工事＝県産木材を使用した改修工事費の2

分の1以内・20万円
②災害復興住宅新築など◇対象者…❶居住していた住
宅が大規模半壊または全壊（みなし全壊含む）のり災証
明書の交付を受けた人とその家族❷住宅を滅失、解体
または居住不能になり、市内に住宅を新築・購入する人
◇補助額など…バリアフリー対応住宅＝一定の基準を

満たす場合、床面積の区分ごとに定額補助、県産材使
用工事＝県産木材の使用量ごとに定額補助
③利子補給◇対象者…居住していた住宅のり災証明書
の交付を受けた人とその家族で、住宅の新築・補修で

金融機関などから借り入れした人◇対象となる利子補
給対象融資など…新築＝民間金融機関から借り入れし

た当初5年間の利子額（上限額1,460万円、利率2％以
内）、補修＝住宅金融支援機構または民間金融機関から

借り入れした当初5年間の利子額（上限640万円、利率
1％以内）、既往住宅債務＝被災住宅の既存ローンがあ

る人で新たに住宅ローンを借り入れた場合、既存ローン

5年間分の利子相当額を一括補助
④被災宅地復旧工事　…◇対象宅地…市内の個人が

所有する居住用建築物がある被災宅地◇対象者…対象
宅地にある住宅に居住する所有者またはその同居の家
族で復旧工事を行う人◇条件…▶のり面の保護▶排水
施設の設置▶地盤の補強および整地▶擁壁の設置およ

び補強（旧擁壁の除去を含む）▶地盤調査および設計調査
費▶そのほか市長が被災宅地の安全性回復に必要な被
災宅地復旧工事として認めた経費―のいずれかの工事
などで対象経費の合計額が20万円以上◇補助額など
…対象工事費の2分の1で上限200万円
問①～③本庁建築住宅課☎㉑8532または各支所建設水道
課④本庁都市計画課☎㉑8541または各支所建設水道課

26
年
度
か
ら
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◇
募
集
期
間
…
４
月
１
日
㊋
〜
27
年
２

月
27
日
㊎
◇
補
助
金
額
…
太
陽
電
池
の

最
大
出
力
１
㌔
㍗
あ
た
り
２
万
円
◇
募

集
予
定
数
…
１
０
０
件（
５
０
０
㌔
㍗
）

◇
交
付
対
象
者
…
市
内
に
居
住
ま
た

は
居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
で

❶
次
の
Ⅰ
、Ⅱ
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
Ⅰ
国
の
23
年
度
以
降
の「
住

宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
費

補
助
金
」
で
補
助
金
の
交
付
決
定
を

受
け
た
人
Ⅱ
26
年
４
月
１
日
以
後
に

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
ま
た
は
同
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た

建
売
住
宅
を
購
入
す
る
人
で
、電
力

受
給
を
開
始
す
る
人（
Ⅰ
の
該
当
者

を
除
く
）❷
市
内
に
本
店
、支
店
、営

し
た
。
緑
の
募
金
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化

推
進
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
緑
化
推
進
委
員
会
一
関
支
部（
事
務

局
）本
庁
農
地
林
務
課
☎
㉑
８
４
３
４
ま

た
は
各
支
所
産
業
経
済
課

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い

　

聴
覚
や
言
語
に
障
害
が
あ
る
人
が
、

外
出
先
で
電
話
連
絡
を
し
た
い
場
合
に

活
用
す
る「
電
話
お
願
い
手
帳
」
が
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
本

庁
総
合
案
内
や
各
支
所
保
健
福
祉
課
で

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
配
布
は
先
着

順
で
す
。

問
本
庁
社
会
福
祉
課
☎
㉑
８
３
５
５
ま

た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

業
所
等
を
有
す
る
施
工
業
者
等
ま
た

は
建
売
住
宅
供
給
者
と
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事
の
請
負
契
約

ま
た
は
建
売
住
宅
の
売
買
契
約
を
締

結
し
た
人
❸ 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
人
―
の
条
件
に
該
当
す
る
人
◇
対

象
シ
ス
テ
ム
…
①
未
使
用
品
②
太
陽

電
池
の
最
大
出
力
が
10
㌔
㍗
未
満　

＊
増
設
の
場
合
は
既
設
と
の
合
計
出
力
◇

申
請
窓
口
…
本
庁
生
活
環
境
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
課

問
本
庁
生
活
環
境
課
☎
㉑
８
３
４
２

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　

４
〜
５
月
は
、
緑
の
募
金
全
国
一
斉
強

調
月
間
で
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
木
を
植

え
て
百
年
先
の
森
づ
く
り
」。
25
年
度
の

募
金
は
、
総
額
３
９
８
万
８
３
７
２
円
で

三陸人　～復興を頑張る人を応援する旅～
英治出版　発行

人々との出会いを楽しむ旅のガイドブック。
宮古市から石巻市までの10市町村で復興
を目指す人を、自然、宿やグルメなどと共に
紹介。人々との絆を感じる旅に出ませんか。

東北＊夢の桜街道公式ガイドブック
三栄書房　発行

桜咲く、美しい東北に会いに行こう。東北
には、桜の名所がたくさん。復興へ祈りを
捧げる桜の札所「東北・夢の桜街道」に選
定された名所88カ所を詳しく紹介します。

桜ジャズ
ニュー・ロマン・トリオ　演奏

桜をテーマにしたJ-POPのヒットソングを、
おしゃれなジャズピアノトリオ編成でカバー
したCDアルバム。馴染みの曲がジャズなる
と、つい夜桜を見たくなってしまいます。

●一関図書館☎ ㉑ 2147

●花泉図書館☎ � 4939

●大東図書館☎ � 3541

●千厩図書館☎ � 1122

●東山図書館☎ ㊼ 2324

●室根図書館☎ � 3820

●川崎図書館☎ ㊸ 4123

●藤沢図書館☎ � 5088

月は花泉図書館4 Library
市立図書館協議会の委員を募集します

　市立図書館協議会の委員を募集します。詳し

くは問い合わせてください。
◇公募人員…2人
◇募集期間…4月10日㊍～ 30日㊌
◇応募資格…市内在住の20歳以上の人で、図
書館の運営に興味・関心がある人
◇応募方法…①郵便番号②住所③氏名④年齢
⑤職業⑥性別⑦電話番号を明記し、応募理由を

400字程度にまとめて郵送、ファクスまたはメー

ルで申し込んでください。　＊応募様式は任意。

市のホームページに、様式あり

◇受付期間…４月30日㊌必着
問一関図書館☎㉓8802／ファクス㉑2107／
メール　toshokan@city.ichinoseki.iwate.jp

図書館へ行こう！

●市立図書館ホームページ

（休館日情報などは）
  http://www.library.city.

ichinoseki.iwate.jp/top.

html

図書館情報Book&CD News

Cultural
  Propertie

　北上川支流の砂鉄川が石灰岩層を侵食したことで、約
2kmにわたり、高さ100mを超す断崖絶壁が形成されてる

猊鼻渓（東山町長坂）。渓谷部の終点付近の南側断崖にコブ

状の鍾
しょうにゅう

乳石
せき

が突き出しています。それが、猊（獅子）の鼻に

似ていることが「猊鼻渓」の由来です。
　大正14年10月に、国の名勝に指定。全国にその名を知ら

れるようになりました。数多く

の巨石や奇岩と共に、赤松や

広葉樹林に覆われた深山幽
谷は、日本百景のひとつにも

数えられています。
　そそり立つ岩の間を澄んだ

水がゆったりと流れ、春から初
夏には新緑や藤の花、秋には

紅葉、冬には屋形船から見る

「水墨画の世界」など、四季折々
の色彩と風情が味わえます。

Museum
問一関市博物館☎㉙ 3180　http://www.museum.city.ichinoseki.iwate.jp

「猊
げい

鼻
び

渓
けい

」

博物館だより

●テーマ展「郷土のかたな―盛岡・仙台・一関―」
〔日時〕4月26日㊏～ 6月15日㊐〔内容〕江戸時代に活躍した

各藩のお抱え刀工の作品を中心に、日本刀の源流・蕨
わらび

手
て

刀
とう

や

舞
も

草
く さ

刀
とう

を紹介〔その他〕４月26日㊏は入館無料
●テーマ展展示解説会

〔日時〕4月26日㊏、5月3日㊏13:30～ 14:10

●グラスペインティング（ガラス絵）に挑戦

〔日時〕5月3日㊏～ 4日㊐9:00～ 12:00、13:00～ 16:00〔内容〕
透明な板ガラスの裏側から絵を描く「ガラス絵」に挑戦。要予約
〔対象・定員〕小学3年生以上・各回15人〔参加料〕1人300円

●古文書講座（入門編）
〔日時〕5月11日㊐13:30～ 15:00〔内容〕簡単な古文書を読む

初心者向け講座〔定員・参加料〕一般36人・300円（初回だけ）
●古文書講座（応用編）
〔日時〕5月11日㊐10:30～ 12:00（全8回）〔内容〕所蔵する

「通
ゆ き あ き こ う

顕公御
お

乗
のりだし

出一
い っ け ん

件帳
ちょう

」を読み込む〔定員・参加料〕一般20人・
800円（初回だけ）

国指定名勝

文化財探訪

イベント案内

問東山支所教育文化課☎474544

　I-Style は、5月1日号から１日号が全市版、15日号が
地域版になります。全市版への記事掲載を希望する人
は、毎月5日までに本庁市政情報課へ。地域版への記事
掲載を希望する人は毎月20日までに本庁市政情報課ま
たは各支所地域振興課まで申し込んでください。
問本庁市政情報課☎㉑8182／ファクス㉑2110／メール
　shiseijyoho@city.ichinoseki.iwate.jp

I-Styleの発行日が変わります

広報いちのせき「I-Style」4月15日号の印刷経費は１部 31円です
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髙栁奏子さん たかやなぎ・そうこ

萩荘小６年　

夢は見るものじゃなく、叶えるもの

児童会長をしています。萩荘小伝統のあいさつ運動を受け継ぎながら、「協力し合う学校」を目指して活動して

います。好きな授業は、図工と体育。趣味は、読書とアニメを見ることです。小さいころから絵を見たり、描い

たりすることが好きでした。中でも水彩画が大好きです。夢は画家。留学して美術を勉強したいので、4月から

英語塾に通います。英検2級に合格したいです。自分の作品を見た人が感動したり、笑顔になったりするよう

な画家になりたいです。

作品を見た人が感動したり

笑顔になったりするような

画家になりたい

DREAMS COME TRUE

│ わたしの夢 │ ＜第 30 回＞ │ 萩荘小│

編
集
後
記

▼
皆
さ
ん
の
輝
く
笑
顔
を
目
に
焼
き
つ
け

た
ま
ま
、
珠
玉
の
よ
う
な
言
葉
一
つ
一
つ
を

胸
に
刻
ん
だ
ま
ま
、
本
号
を
最
後
に
ペ
ン
と

カ
メ
ラ
を
置
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た

全
て
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
込
め
て
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」　
（
畠
山 

浩
）

▼
人
事
異
動
で
広
報
担
当
を
離
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
取
材
や
編
集
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い
職
場
は
国
体
推
進

室
。
い
わ
て
国
体
成
功
に
向
け
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。（
西
村
愼
太
郎
）

▼
２
年
ぶ
り
に
広
報
担
当
と
な
り
ま
し

た
。
明
る
く
元
気
な
広
報
を
目
指
し
て
製

作
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

し
ま
す
。（
伊
東 

吉
光
）

▼
こ
の
春
か
ら
市
政
情
報
課
勤
務
と
な

り
ま
し
た
。
地
域
の
「
芽
」
や
感
動
の
「
花
」

を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。（
渡
辺 

恭
弘 

）

▼
９
年
ぶ
り
の
広
報
担
当
。
前
任
の
思
い

を
胸
に
、
皆
さ
ん
の
活
躍
を
紙
面
に
収
め

た
い
と
思
い
ま
す
。（
高
橋 

英
義 

）

▼
心
地
よ
い
春
の
日
差
し
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
桜
の
開
花
が
待
ち
遠
し
い

今
日
こ
の
ご
ろ
。
入
庁
２
年
目
を
迎

え
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
皆
さ
ん
か

ら
も
っ
と
愛
さ
れ
る

I-S
tyle

を
目
指
し
ま
す
。

（
小
野
寺
裕
香
） 編

集
後
記


